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2023年度 実技試験問題
※2024年度試験内容については、必ず2024年度学生募集要項をご確認ください。

一般選抜試験 [Ａ日程]　デッサン選択

一般選抜試験 [Ｂ日程]　デッサン選択

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.かぼちゃ
b.丸缶
c.ロープ
d.布

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解などの加工をせずに使用してください。
❸モチーフbは蓋を開けずに使用してください。
❹モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.ブロッコリー
b.箱
c.荒なわ
d.布

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解などの加工をせずに使用してください。
❸モチーフbは蓋を開けずに使用してください。
❹モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例

鉛筆デッサン作例

モチーフ例

モチーフ例
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一般選抜試験 [Ｃ日程]　デッサン選択

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：180分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフ全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.カリフラワー
b.レンガ
c.ビニールホース
d.布

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフ�a、b、c、d�は切断、分解などの加工をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、d�は下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例

外国人留学生入学試験Ⅰ期
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上にモチー

フa、b、c、d全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.バドミントンシャトル
b.耐火レンガ
c.紙ナプキン
d.紙テープ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは手を加えずにそのまま使用してください。
❸モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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鉛筆デッサン作例 モチーフ例

外国人留学生入学試験Ⅱ期
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上にモチー

フa、b、c、d全てを配置し、下記の条件に従っ
て鉛筆デッサンをしてください。

[モチーフ]
a.電球
b.発泡スチロール
c.紙ナプキン
d.紙テープ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、c、dは切断、分解などの加工をせずに使用してください。
❸モチーフa、b、c、dは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❹下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

学校推薦型選抜試験　特待生選抜
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上にモチー

フを配置し、下記の条件に従って鉛筆デッ
サンをしてください。

[モチーフ]
a.柿
b.角缶
c.いろがみ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、cは手を加えずにそのまま使用してください。
❸モチーフcは切ったり曲げたりせずにそのまま下に敷いて使用してください。
❹モチーフa、b、cは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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総合型選抜試験　指導付実技
・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフを配置し、下記の条件に従って
鉛筆デッサンをしてください。�
教員によるアドバイスを受けることができ
ます。�
質問がある人は手を高くあげてください。

[モチーフ]
a.洋なし
b.木材
c.いろがみ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、cは手を加えずにそのまま使用してください。
❸モチーフcは切ったり曲げたりせずにそのまま下に敷いて使用してください。
❹モチーフa、b、cは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例

・実技試験：鉛筆デッサン　B3画用ボード
・時　　間：120分
・問　　題：�下敷き用白紙を机上に置き、その上に以下

のモチーフを配置し、下記の条件に従って
鉛筆デッサンをしてください。�
教員によるアドバイスを受けることができ
ます。�
質問がある人は手を高くあげてください。

[モチーフ]
a.パプリカ
b.発泡スチロール
c.いろがみ

[条件]
❶画用ボードは横位置で使用してください。
❷モチーフa、b、cは手を加えずにそのまま使用してください。
❸モチーフcは切ったり曲げたりせずにそのまま下に敷いて使用してください。
❹モチーフa、b、cは下敷き用白紙からはみ出して配置しても構いません。
❺下敷き用白紙は陰影を見やすくするためのものであり、モチーフとして描
く必要はありません。

鉛筆デッサン作例 モチーフ例
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2023年度　一般選抜試験 [Ａ日程]　　　学科選択 英語 [100点/60分]　

― 1 ―

【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も自然な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Have you ever climbed a mountain in summer？
①  Yes, after next summer. ②  Yes, about five kilometers.
③  Yes, ten years ago. ④  Yes, in a mountain lodge.

2.  How often should we go to the dentist？
①  Once every six months. ②  More than ten dentists. 
③  As fast as you can. ④  At least ten acres.

3.  Could you give me a ride to the station？
①  No. We have done routine work.
②  No. Let’s try to make another road.
③  Yes. Tell me the shortest route.
④  O.K. To go to another world.

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

Student 1:  （  １  ） was your summer vacation？
Student 2:  I went camping （  ２  ） my family in Yamanashi Prefecture.
Student 1:  Really？ Were （  ３  ） a lot of people？
Student 2:  Yeah ! Camping has been popular （  ４  ） the start of the coronavirus 

pandemic.

1.  ①  When ②  How ③  Why ④  Who

2.  ①  from ②  during ③  with ④  through

3.  ①  your ②  these ③  here ④  there

4.  ①  because ②  since ③  for ④ through

A06877_A　{1}

― 2 ―

【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50 〜 80 語程度の英語で書きなさい。

There are many kinds of calendars, such as a daily calendar, a monthly calendar, 
a calendar with photos or illustrations, a calendar with memo spaces, and so on. 
Give an example of a calendar you use in your daily life. Explain its characteristics 

（design, color, size, functionality, etc.）. Where do you keep it？

A06877_A　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Man:  Excuse me. Could you tell me the way to the Civic Center？
Clerk:  Sure. Go straight one block. You’ll see a sports shop. Turn right there. 

Go straight two blocks. It's on the left of the intersection.
Man:  Thank you.

2.  Woman:  Excuse me. How can I get to the Post Office？
Clerk:  Go out the entrance and turn right. Go down two blocks and turn left 

at the shoe shop. Then go straight two more blocks. You’ll see it on 
the left at the intersection. But you have such a large suitcase. Maybe I 
should call you a taxi？

Woman:  No, thank you. I’ll walk there.

3.  Patient:  Could you fill this prescription, please？
Staff 1:  Sure. I’ll call your number. Just take a seat over there. . . 
Staff 2:  You should take this 3 times a day between meals. Take only one tablet 

each time. Here are the directions.
Patient:  I see. Thanks.

A06877_A　{3}

― 4 ―

【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.   その計画の概要を教えて頂けますか。
Could you （　　　　　） me of the outline of the plan？
①  inform ②  platform ③  perform ④  reform

2.  私はその事件の真相を知りたいだけなのです。
I only want to know the （　　　　　） of the case.
①  rumors ②  tales ③  facts ④  fakes

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.   Come to the （　　　　　） room after school.
①  teach ②  teacher ③  teachers ④  teachers’

2.  Come with us （　　　　　） the park !
①  on ②  to ③  for ④  of

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。解答欄にはＡとＢに入る語の番号を書くこと。

1.   She （　　  　　） him （　　A　　） （　　  　　） （　　B　　） （　　  　　） his 
honesty.
①  more ②  for ③  admired ④  the ⑤  all

2.   The resident （　　  　　） （　　A　　） （　　  　　） （　　B　　） （　　  　　） 
motorbike was.
①  about ②  complained ③  noisy ④  my ⑤  how

A06877_A　{4}
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2023年度　一般選抜試験 [Ａ日程]　　　学科選択 英語 [100点/60分]　

― 5 ―

問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  Most young people w
①
hich I know s

②
till don’t o

③
wn a car.

2.  I r
①
egret a

②
ccepted the invitation t

③
o her birthday party.

3.  This video will s
①
how you h

②
ow to u

③
sing the application software.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  When study abroad, you must respect the customs and rules of your host family.
①  studies ②  studied ③  studying ④  to study

2.  Hurry, until you will be in time for the class.
①  and ②  or ③  if ④  unless

3.  If it will rain tomorrow, I’ll watch movies online at home.
①  rain ②  rains ③  rained ④  will be rain

A06877_A　{5}

― 7 ―

問１　文中の下線部 (1) Like many others living overseas, it’s always nice to receive 
a box of my favorite things from loved ones. を日本語に訳しなさい。

問２　文中の（  ２  ）に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  have ②  ought ③  used ④  how

問３　文中の （  ３  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  this ②  these ③  that ④  those

問４　文中の下線部 (4) reliable の意味に最も近いものを、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  refused ②  trusted ③  permitted ④  neglected

問５　文中の下線部 (5) adopt の “o” と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の中から一つ
選び、その番号を答えなさい。

①  pardon ②  dozen ③  freedom ④  document

問６　文中の下線部 (6) forward と同じ強勢型を持つ語を、次の①〜④の中から一つ
選び、その番号を答えなさい。

①  estate ②  abroad ③  utter ④  account

A06877_A　{7}

― 8 ―

問７　本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには×を、
それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   人々は、筆者がニュージーランドからお金を送ってもらうことに時々驚く。
2.   筆者が日本に住んでいる間に配送で起きた問題は５回以下である。
3.   筆者は日本の物流が国境を越えて開放されることに期待している。

問８　本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  The author
①   has parents who are cattle farmers.
②   lives in New Zealand.
③   feels that the biscuits and chocolates are too sweet these days.
④   likes some kinds of stationery made in Japan.

2.  As for Japan’s logistics, 
①   the author thinks that they should be adopted in other countries.
②   the author has had a large number of troubles with deliveries.
③   problems about the deliveries from overseas are increasing.
④   most of the Japan Post delivery workers don’t consider sexual minorities.

3.  According to this article, 
①   the author’s friends and family usually like plain chocolates.
②   the actual delivery of the package is done as the icing on the cake.
③   the author wishes the people all over the world would take a good rest.
④   the author expects her friends and family will find new things for their 
care package.

問９　筆者にとって care packageとはどのようなものか。第三段落に基づき日本語で
説明しなさい。

問10　日本の物流で改善されるべき点として筆者が挙げていることを本文に基づき 
説明しなさい。

A06877_A　{8}

― 6 ―

【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Chocolate, my mom’s granola and honey from my dad’s beehives. These are just 
some of the things I might receive when I open a care package from New Zealand.  
(1) Like many others living overseas, it’s always nice to receive a box of my 
favorite things from loved ones.
People are sometimes surprised by what I ask for from New Zealand. A lot of 

the biscuits and chocolates I （  ２  ） to eat in the past are just too sweet for me 
these days. So I’ll often ask for things （  ３  ） are much cheaper in New Zealand, 
like dental floss or some kinds of stationery. My friends and family like Japanese 
rice crackers, unusually flavored chocolates and milk tea mixes.
What’s nice about putting together and receiving a care package is that you 

know each item is something that reminds one person of the other. The icing on 
the cake is when the actual delivery of the package is also done with care.
Japan’s efficient and (4) reliable logistics is one thing I really wish the rest of 

the world would (5) adopt. In all the years I have lived in Japan, I can count on 
one hand the number of problems I’ve had with deliveries. My only suggestion for 
improvement is about one word: “Overseas.” A minority of Japan Post delivery 
workers will write the name of the sender on the redelivery notice. Most of them 
will either write only the country name, or just “Overseas.” With the amount of 
time people spend making a care package, it can feel like a chain is broken when 
the sender is just grouped into “Overseas.” When delivery workers do write the 
sender’s name, and if those workers are also redelivering the package, then I try to 
thank them in person.
Hopefully Japan’s borders will open soon to everyone. When that happens, I look 

(6) forward to friends and family visiting — and to the grins on their faces when 
they discover new things I can put in their next care package.

（出典：Samantha Loong. “Care packages.” The Japan Times Alpha Online. 9 September 2022.）
（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）

【語注】
granola　グラノーラ（穀物や木の実を混ぜたシリアル食品）　　　beehive　養蜂箱
stationery　文具　　　icing on the cake　花を添えるもの、あればさらに喜ばれる物
logistic　物流　　　redelivery notice　再配達の連絡票　　　in person　（直接）本人に
grin　にこやかな笑顔

A06877_A　{6}
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2023年度　一般選抜試験 [Ｂ日程]　　　学科選択 英語 [100点/60分]　

― 1 ―

【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も自然な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  May I use your computer？
①  Yes, but I don’t have one. ②  Sure. Here’s my invitation.
③  No, they have passwords. ④  Well, you should bring your own computer.

2.  How do you usually get your news？
①  I read novels on my tablet. ②  I like listening to music on the radio.
③  It depends on where I am. ④  International news is the best.

3.  Could you help me with my homework？
①  No thank you. I’m good.
②  Thank you. Can you give me a hand？
③  I’ll help you find your backpack.
④  Sure. What subject are you studying？

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

Yoko:  Hello. Is Karen at home？ （  １  ） is Yoko, her classmate.
Karen’s Mom:  Hi ! Yoko. Didn’t she （  ２  ） the phone？
Yoko:  No. She didn’t read my LINE messages, （  ３  ）.
Karen’s Mom:  Just a minute, Yoko. I’ll see （  ４  ） she’s up.

1.  ①  I ②  Me ③  This ④  Here

2.  ①  tell ②  call ③  respect ④  answer

3.  ①  too ②  both ③  either ④  neither

4.  ①  where ②  when ③  during ④  if

A06878_B　{1}

― 2 ―

【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50 〜 80 語程度の英語で書きなさい。

Robot technology and its applications are changing our society. Robots are used 
in various fields, such as disaster relief, medical care, nursing care, education, 
entertainment and other services. Give an example of a robot and explain its 
purposes and characteristics. Why is your choice appealing to you？

A06878_B　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Man:  I want to eat some local food. Do you know any good restaurants？
Staff:  Sure. How about a Japanese restaurant in the shopping center. You 

can eat many local dishes.
Man:  How can I get there？
Staff:  It’s on the other side of the station. It takes about five minutes on foot.

2.  Stylist:  How would you like it today？
Customer:  I’d like to dye my hair brown, please.
Stylist:  Sure. How about cutting your hair？
Customer:  Could you leave the back long？ Up to here.

3.  Woman:  Excuse me. I’d like a pair of wireless earphones. Where can I get one？
Clerk:  There’s a computer store nearby. It will have many kinds of earphones.
Woman:  Good. Could you tell me where it is？
Clerk:  Go out the entrance and turn right. Go two blocks. Then turn left at 

the intersection. Go straight past the bank. It’s on the left next to the bank.

A06878_B　{3}

― 4 ―

【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.   私は彼を私たちの市で一番の医者だと思っています。
I （　　　　　） him as the best doctor in our city.
①  regret ②  regard ③  resist ④  remove

2.  警察は国境を越える全ての車両に対して検問を行った。
The police carried （　　　　　） inspections of all cars crossing the border.
①  out ②  of ③  over ④  off

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.   There weren’t （　　　　　） chairs for every member.
①  full ②  enough ③  sufficiency ④  thoroughly

2.  I came （　　　　　） some old photos when I was preparing to move. 
①  in ②  across ③  along ④  on

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。解答欄にはＡとＢに入る語の番号を書くこと。

1.   My grandfather （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） 
（　　　　　）.
①  than ②  more ③  energetic ④  looks ⑤  usual

2.   I found a dog with （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） （　　　　　） 
（　　　　　） the park yesterday.
①  in ②  tongue ③  its ④  hanging ⑤  out

A06878_B　{4}
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― 7 ―

問１　文中の下線部 (1) entire の意味に最も近いものを、次の①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

①  partial ②  petty ③  whole ④  flexible

問２　文中の下線部 (2) Traditionally, temari were made to pray for children’s good 
health and were given as gifts at seasonal festivals and life milestones, such as 
weddings. を日本語に訳しなさい。

問３　文中の （  ３  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  to ②  on ③  for ④  with

問４　文中の下線部 (4) period の“io”と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

①  rational ②  anxious ③  exterior ④  prior

問５　文中の下線部 (5) among と同じ強勢型を持つ語を、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  rapid ②  ideal ③  ugly ④  medium

問６　文中の （  ６  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  were ②  ought ③  due ④  similar

A06878_B　{7}

― 8 ―

問７　本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには×を、
それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   手毬を作るために、球体の芯が絹か綿の糸で覆われる。
2.   はれてまり工房の館長、佐藤裕佳は、手毬を作った人の愛情を感じることができ

る、と述べている。
3.   手毬の生産は、それを欲しがる人々が減っているために減少している。

問８　本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Temari balls
①   have ugly motifs, such as flowers and geometric patterns.
②   are created by threads in various colors.
③   are meticulously embroidered, stitched or wrapped by machine.
④   have silly color planning.

2.  As for Haretemari Kobo,
①   a variety of temari balls are discarded in the atelier room.
②   a temari museum and atelier are located there.
③   Yuka Sato, director of the museum, is thinking about football games.
④   Yuka Sato creates goods, such as cherry blossoms and chrysanthemums.

3.  According to this passage,
①   kemari originated from temari.
②   temari became popular during the Heian period.
③   temari were used as a toy during the Edo period.
④   production of temari has gradually developed.

問９　①手毬が使われている最近の製品、および②佐藤がそのような製品を通じてやり
たいことを、最終段落で書かれている内容に基づき日本語で説明しなさい。

A06878_B　{8}

― 5 ―

問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  I have n
①
o idea w

②
hom the man i

③
s.

2.  The people w
①
ere e

②
xciting a

③
t the news.

3.  I l
①
et my name c

②
alled a

③
t the pickup counter.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  The bus already leaves when I got to the bus stop.
①  has already left ②  has already been left
③  had already left ④  had already been left

2.  He behaves as if he be an important person.
①  is ②  were ③  being ④  would have been

3.  We have to fix the roof why we have heavy rain.
①  where ②  which ③  as far as ④  in case

A06878_B　{5}

― 6 ―

【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Temari balls are a Japanese craft with beautiful motifs such as flowers and 
geometric patterns, created by threads in various colors that are meticulously 
embroidered, stitched or wrapped by hand around their (1) entire surface. To make 
temari, a ball-shaped base is covered with silk or cotton threads. When designing 
the patterns, careful color planning is essential. The attention to detail while 
working by hand is what gives the craft its appealing appearance and striking 
motifs.

(2) Traditionally, temari were made to pray for children’s good health and were 
given as gifts at seasonal festivals and life milestones, such as weddings. A variety 
of them are on display at Haretemari Kobo, a temari museum and atelier in Adachi 
Ward, Tokyo. “Each temari is made with special care and kindness. I can feel the 
affection of the person who made it stitch by stitch, thinking about the person who 
would receive it,” said Yuka Sato, 27, director of the museum. 
Temari is said （  ３  ） have originated from kemari, a type of football game that 

became popular during the Heian (4) period （794- late 12th century）. Temari were 
widely used as a toy (5) among commoners during the Edo period （1603-1867）.  
The tradition of temari as gifts and decorations has been passed down from 
generation to generation. However, production has gradually decreased （  ６  ） to 
a shortage of people willing to join the business. In fact, it is said that only a dozen 
variations of the craft currently exist in Japan.
In recent years, accessories and phone straps with small temari have become 

popular as novelty items among young people. At Sato’s museum and atelier, she 
creates goods, such as earrings, hair bands and bag charms. Patterns depicting 
flowers, including cherry blossoms and chrysanthemums, use light blue, pale pink, 
lemon yellow and other pastel colors. “I would like to convey the appeal of temari 
through accessories and other products, and to expand the circle of temari fans,” 
Sato said.

（出典：Hiroyuki Yoneyama. “Conveying the charm and traditions of temari uniquely patterned balls.” 
The Japan News. 25 August 2022.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
geometric pattern　幾何学模様　　　meticulously　細心の注意を払って
embroider　刺繍をする　　　stitch　縫い付ける　　　life milestone　人生の節目
atelier　アトリエ、工房　　　commoner　庶民　　　pass down　（次世代に）伝える
novelty item　目新しい物　　　bag charm　バッグ用の小さな飾り　　　chrysanthemum　菊

A06878_B　{6}
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【１】対話文を読んで、問いに答えなさい。

問１　次の発話に対する受け答えとして最も自然な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  The phone seems to be reasonable.
①  Yes. It’s very expensive. ②  It’s an old model.
③  No. They’re evolving. ④  That’s the only reason to dye.

2.  Don’t worry. We don’t have to finish this report today.
①  I want to finish it too late.  
②  I’m interested in marketing.
③  Then let’s go home tonight. 
④  I’ve been with our boss all day.

3.  Would you mind my opening the window？
①  Yes, I can do my best.
②  Yes, I’d like to.
③  No, I don’t have a can opener.
④  No, not at all.

問２　次の対話文において、（　　）に入る最も適切な表現を、それぞれ①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

Shota:  Do you have （  １  ） plans for the New Year holidays？
Masao:  I （  ２  ） to visit Meiji Jingu Shrine.
Shota:  Isn’t there an admission limit？
Masao:  I don’t know, （  ３  ） I’ll visit the shrine （  ４  ） the first three days of 

the New Year.

1.  ①  any ②  most ③  sometimes ④  usually

2.  ①  plan ②  plans ③  planning ④  planed

3.  ①  and if ②  in case ③  but still ④  or so

4.  ①  avoid ②  avoids ③  avoiding ④  avoided

A06879_C　{1}

― 2 ―

【２】問いに答えなさい。

問１　次の英文の指示に従って、50 〜 80 語程度の英語で書きなさい。

There are many kinds of beverage containers and tableware such as a cup, 
glass, bottle and can. Give an example of a container or tableware for beverages 
that you use in your daily life. Explain its characteristics （design, color, material, 
functionality, etc.）. In which situation do you use it？

【語注】
tableware　食卓用食器類　　　beverage　飲料、飲み物

A06879_C　{2}

― 3 ―

問２　次の会話によると、話し手たちは現在どこにいることになるか。地図内に示さ
れた①〜⑥の中からそれぞれ一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  Woman:  Two lunch sets, one coffee and one order of french fries, please.
Clerk:  O.K. ...  Here you are.
Woman:  Thank you. By the way, do you know a store that sells furniture 

nearby？ 
Clerk:  There is an interior design store. Go one block and turn right. Then go 

two blocks.

2.  Man:  Excuse me？ Does this bus go to the mall？
Driver:  No. You have to take Bus No. 6. It leaves from Platform 3. You’ll see it 

on the other side. Check the number of the bus. The mall is maybe the 
third or fourth stop.

Man:  Thank you very much.

3.  Guest:  Excuse me. Could you tell me where the library is？
Clerk:  Go out and turn left then right. Go three blocks and it’s on the left at 

the intersection.
Guest:  Thank you.

A06879_C　{3}

― 4 ―

【３】問いに答えなさい。

問１　次の日本語の意味と合うように、英文の（　　）に入る最も適切なものを、 
それぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.   何万という人々が夏のお祭りの期間にその村を訪れた。
Tens of （　　　　　） of people visited the village during the summer festival.
①  hundred ②  hundreds ③  thousand ④  thousands

2.  カンボジアの料理はどのようなものですか。
What’s the food in Cambodia （　　　　　） ？
①  like ②  as ③  sort ④  kinds

問２　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを、それぞれ①〜④の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.   The baseball game was （　　　　　） off because a typhoon was approaching. 
①  cancelled ②  called ③  postponed ④  made

2.  There are only a few days left （　　　　　） the final exam.
①  till ②  when ③  behind ④  on

問３　次の英文について、それぞれ①〜⑤の語を正しく並べかえて空所を補い、文を
完成させなさい。解答欄にはＡとＢに入る語の番号を書くこと。

1.   What （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） （　　　　　） to 
create a comfortable space at home. 
①  to ②  want ③  do ④  is ⑤  I

2.   Yokohama （　　　　　） （　　A　　） （　　　　　） （　　B　　） （　　　　　） 
in Japan.
①  largest ②  the ③  city ④  second ⑤  is

A06879_C　{4}
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― 5 ―

問４　次の英文について、誤りのある箇所をそれぞれ下線部①〜③の中から一つ選び、
その番号を答えなさい。

1.  The oil p
①
ainting t

②
urned out to i

③
s a fake.

2.  There is no d
①
enied the fact t

②
hat he l

③
ost the game.

3.  W
①
henever i

②
s responsible for this failure will be p

③
unished.

問５　次の英文の下線部の誤りを正しく直す場合、それぞれ①〜④のどれが良いか。
適切なものを一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  I noticed a suspicious person have entered the building.
①  entering  ②  is entered
③  were entering ④  to enter

2.  She didn’t attend the ceremony, and I didn’t, so.
①  too ②  either ③  neither ④  nor

3.  If I catch the train, I would be present at the class now.
①  has caught  ②  has been caught
③  had caught  ④  had been caught

A06879_C　{5}

― 7 ―

問１　文中の下線部 (1) physical の意味に最も近いものを、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  concrete ②  stylish ③  spiritual ④  psychological

問２　文中の下線部 (2) explore と同じ強勢型を持つ語を、次の①〜④の中から一つ 
選び、その番号を答えなさい。

①  culture ②  assure ③  future ④  failure

問３　文中の （  ３  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  to ②  on ③  for ④  with

問４　文中の下線部 (4) century の“ce”と同じ発音を持つ語を、次の①〜④の中から
一つ選び、その番号を答えなさい。

①  certain ②  ocean ③  success ④  officer

問５　文中の （  ５  ） に入る適切な語を次の①〜④の中から一つ選び、その番号を 
答えなさい。

①  who ②  what ③  which ④  where

問６　文中の下線部 (6) Before a tea ceremony, it’s important to purify your hands. 
を日本語に訳しなさい。

A06879_C　{7}

― 8 ―

問７　本文の内容に関する次の説明で、正しいものには○を、誤っているものには×を、
それぞれ解答欄に書きなさい。

1.   金沢 21世紀美術館で、ネイキッドの特別展示が開催された。
2.   露地は世俗と茶室の境界で人々を清めるための聖なる場所である。
3.   この展示会の茶室には、芸術品または花の展示された床の間がある。

問８　本文の内容と一致する英文を完成させるために最も適切な表現はどれか。それ
ぞれ①〜④の中から一つ選び、その番号を答えなさい。

1.  As for NAKED,
①   they have large collections of Japanese art.
②   they have been famous for their digital art project funding.
③   their newest project, “NAKED meets”, ignores historical artists.
④   the first exhibition of “NAKED meets” deals with Sen no Rikyu.

2.  Sen no Rikyu
①   is a well-known Japanese tea farmer. 
②   has been influenced by the Japanese tea ceremony from the 16th century.
③   deeply understood the digital version of the tea ceremony.
④   had a rule that satisfying tea must be served to the guest.

3.  In this special exhibition, 
①   visitors can experience many Japanese tea ceremonies.
②   visitors can deepen their understanding of the ancestors of Sen no Rikyu.
③   visitors will be greeted by a digital representation of Sen no Rikyu.
④   will walk through the roji that leads to a savage garden.

問９　筆者は千利休の七つの心得（利休七則）の一つ目を引用し、これは茶の風味だ
けに限られるものではないと説明している。ではそれは、①どのような考えで、
②この展覧会ではどのように表現されているのか、を本文に基づき日本語で説明
しなさい。

A06879_C　{8}

― 6 ―

【４】次の英文を読み、問いに答えなさい。

Japanese art collective NAKED has become known for its digital art 
encompassing projection mapping, interactive videos and (1) physical installations. 
Their newest project, “NAKED meets”, has been set up to (2) explore historical 
artists in an innovative fashion. The first exhibition in this series focuses （  ３  ） 
Sen no Rikyu, a figure from the 16th (4) century famous for his influence on 
Japanese tea ceremony.
This special exhibition, being held at Kanazawa’s 21st Century Museum of 

Contemporary Art, has several artworks to enjoy, and visitors can explore and 
deepen their understanding of tea ceremony and Sen no Rikyu. At the entrance 
to the artworks, visitors will be greeted by a digital version of Sen no Rikyu as if 
they are guests at a tea ceremony he is hosting. Guests then will walk through the 
roji, or tea garden, a sacred place （  ５  ） serves as a purifying border between the 
tea ceremony venue and the outside world.

(6) Before a tea ceremony , it ’s important to purify your hands . This is 
represented by an interactive projection of a stone basin with various examples of 
flora on the water’s surface. There’s also a depiction of a dry landscape garden on 
the walls, filled with Sen no Rikyu’s teachings. The first of Sen no Rikyu’s seven 
rules is “satisfying tea must be served to the guest.” This doesn’t refer just to 
the taste, but as a reminder to also consider the guest’s feelings and sensibilities. 
NAKED’s digital art brings this principle to life through the visualisation of a tea 
whisk’s movements.
Within a tearoom, there should be a tokonoma, an alcove where art or flowers 

are displayed. For this exhibition, this is represented with an immersive artwork 
inspired by a hanging scroll with ink paintings. Through digital art, guests can also 
experience several types of small tea rooms, including Sen no Rikyu’s masterpiece, 
Tai-an, that he designed himself in 1582. Lastly, there’s a tribute to the tea room 
as a whole, an interactive artwork that encompasses the spirit of the tea room and 
what the space represents.

（出典：grape Japan editorial staff. “Japanese art collective NAKED explores the world of  
tea ceremony and Sen no Rikyu in exhibition.” grape Japan. 31 August 2022.）

（出題の都合により、原文の一部を変更、割愛した）
【語注】
art collective　芸術家の団体　　　encompass　包含する、網羅する
interactive　双方向（性）の　　　purify　…を清める、浄化する
tea ceremony venue　茶室　　　basin　たらい、円錐形の入れ物　　　flora　植物
reminder　思い出させるもの　　　tea whisk　茶筅　　　alcove　床の間
immersive　没入できる、実体験のように感じる　　　hanging scroll　掛け軸
Tai-an　待庵（千利休が手がけた日本最古の茶室建造物）
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定
着
す
る
ま
で
に
は
個
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、
人
間
の
履
歴
と
同
様
に

Ａ

差

Ｂ

別
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
稿
で
は
定
着
し
た
新
語
と

定
着
し
得
な
か
っ
た
新
語
の
例
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯
を
観
察
し
た
上
で
新
語
定
着
の
条

件
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
今
回
の
考
察
で
は
計
量
的
な
デ
ー
タ
を
中
心
に

新
聞
記
事
を
多
く
利
用
し
た
が
、
新
聞
に
は
そ
の
読
者
数
の
多
さ
、
読
者
層
の
広
さ
、
お
よ
び

用
語
に
つ
い
て
は
校
閲
を
経
た
う
え
で
の
掲
載
と
い
う
、

Ｃ

が
存
す
る
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。

新
語
が
広
く
受
容
さ
れ
て
定
着
に
至
る
様
相
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
現
在
定
着

を
見
て
い
る
語
の
経
緯
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
普
遍
的
な
要
素
に

つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

「
食
感
」
は
も
と
食
品
学
・
調
理
学
の
研
究

者
や
食
通
の
間
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
食
品
業
界
の
広
告
な
ど

を
経
て
一
般
に
拡ひ

ろ

が
っ
た
語
と
考
え
ら
れ

る
。
試
み
に
、『
朝
日
新
聞
』
お
よ
び
『
日

本
経
済
新
聞
』
の
記
事
に
お
け
る
「
食
感
」

の
出
現
件
数
の
推
移
を
示
す
と
図
１
の
よ
う

に
な
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
新
聞
記
事
に
お

け
る
「
食
感
」
は
い

（
Ｄ
）

わ
ゆ
る
〈
言
語
変
化
の

Ｓ
字
カ
ー
ブ
〉
を
描
き
つ
つ
、
定
着
に
至
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
食
感
」

の
出
現
数
増
加
が
著
し
い
の
は
１
９
９
０
年

代
後
半
あ
た
り
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
要
因
と

し
て
、
次
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
時
期
あ
た
り
か
ら
「
食
感
」
を
重
視
し
た

商
品
、
新
た
な
「
食
感
」
を
追
究
し
た
商
品

が
多
く
開
発
さ
れ
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
１
）�

サ
ク
サ
ク
、
パ
リ
パ
リ
、
ト
ロ
ッ
、
し
っ
と
り

―
。
舌
触
り
や
歯
ご
た
え
な
ど
の
「
食

感
（
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
）」
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
冷
凍
食
品
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
、
人
気

を
呼
ん
で
い
る
。�

（『
朝
日
新
聞
』
１
９
９
５
年
１
月
25
日
朝
刊
）

（
２
）�「
な
め
ら
か
」「
や
わ
ら
か
」「
ふ
ん
わ
り
」
…
…
商
品
名
か
ら
し
て
口
当
た
り
の
よ
さ
そ

う
な
食
品
が
増
え
て
い
る
。
バ
ブ
ル
の
こ
ろ
は
「
激
辛
」「
コ
テ
コ
テ
味
」
が
好
ま
れ
て

い
た
が
、
低
成
長
時
代
の
今
は
ソ
フ
ト
な
食
感
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
味
覚
が
ト
レ
ン
ド
の

よ
う
だ
。�

（『
毎
日
新
聞
』
１
９
９
６
年
３
月
12
日
東
京
朝
刊
）

（
３
）�「
こ
れ
ま
で
に
な
い
口
当
た
り
」
を
売
り
物
に
し
た
商
品
の
売
れ
行
き
も
目
立
っ
た
。
山

崎
製
パ
ン
の
食
パ
ン
「
新
食
感
宣
言
」
は
、
焼
い
て
も
固
く
な
ら
ず
、
表
面
は
サ
ク
ッ

と
し
た
歯
触
り
な
が
ら
、中
身
は
も
ち
も
ち
と
し
た
弾
力
を
保
つ
、と
い
う
特
色
を
強
調
、

ラ
ン
キ
ン
グ
七
位
に
食
い
込
ん
だ
。
小
麦
粉
以
外
の
で
ん
ぷ
ん
を
加
え
た
の
が
開
発
の

ポ
イ
ン
ト
。「
ひ
と
こ
ろ
の
〝
や
わ
ら
か
〟
路
線
も
一
巡
、
新
製
品
で
市
場
開
拓
す
る
に

は
別
の
付
加
価
値
が
必
要
だ
っ
た
」（
同
社
）
と
い
う
。
／　

十
五
位
に
入
っ
た
江
崎
グ

リ
コ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
「
冬
の
く
ち
ど
け
ポ
ッ
キ
ー
」
も
食
感
訴
求
。
融
点
の
低

い
植
物
性
油
脂
の
比
率
を
高
め
、
チ
ョ
コ
が
溶
け
始
め
る
温
度
を
通
常
の
二
十
八
度
か

ら
二
十
四
度
に
下
げ
た
。
と
ろ
け
る
口
当
た
り
、
カ
カ
オ
の
香
り
立
ち
の
良
さ
で
五
億

円
の
販
売
目
標
を
ほ
ぼ
一
カ
月
で
突
破
し
た
。
／　

新
し
い
素
材
に
よ
る
機
能
と
食
感

を
最
大
限
活
用
し
た
の
が
、
八
位
の
ロ
ッ
テ
商
事
「
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
（
粒
）
ラ
イ

ム
ミ
ン
ト
」。�

（『
日
経
流
通
新
聞
』
１
９
９
７
年
10
月
９
日
）

こ
の
９
０
年
代
後
半
の「
食
感
」に
つ
い
て
、当
時
の
、日
本
語
学
研
究
者
に
よ
る
言
及
が
あ
る
。

（
４
）�

テ
レ
ビ
で
、
タ
レ
ン
ト
が
あ
る
食
べ
物
を
前
に
し
て
、「
こ
れ
を
口
に
入
れ
た
と
き
の

シ
ョ
ッ
カ
ン
が
苦
手
な
ん
で
す
」
と
言
っ
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
、
画
面
の
下
の
部
分
に
「
食

感
が
苦
手
な
ん
で
す
」
と
の
文
字
。「
食
感
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
辞
書
に
載
っ
て
い
な

い
。
あ
る
の
は
「
触
感
」
で
、「
何
か
に
さ
わ
っ
た
と
き
の
、
す
べ
す
べ
し
た
と
か
暖
か

い
と
か
の
感
じ
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
触
感
は
、
ふ
つ
う
は
手
で
さ
わ
っ
た
り
、

肌
に
ふ
れ
た
り
し
た
と
き
の
感
じ
を
言
う
が
、
口
に
入
れ
て
歯
や
舌
で
感
じ
る
場
合
に

も
使
う
。
し
た
が
っ
て
、
先
の
テ
レ
ビ
の
場
合
も
触
感
の
ほ
う
が
適
切
だ
し
、
歯
ざ
わ

り
や
舌
ざ
わ
り
と
言
え
ば
、
よ
り
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、「
食
べ
た
と
き
の
感
じ
」
だ

か
ら
、「
食
感
」
だ
と
、
間
違
っ
て
使
い
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。
歯
や
舌
に
よ
る
部
分

的
な
感
触
以
上
に
、
口
全
体
の
感
触
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
食
感
」
と
し
た
方
が
、
よ
り

ピ
ッ
タ
リ
す
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、あ
る
食
パ
ン
の
商
品
名
の
一
部
に
「
食
感
」

と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
こ
の
語
は
か
な
り
定
着
し
そ
う
で
、
そ
の
う
ち
辞
書
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

そ
う
だ
。�

（
佐
竹
秀
雄
『
読
売
新
聞
』
１
９
９
８
年
７
月
２
日
大
阪
夕
刊
）

「
触
感
」
は
「
食
感
」
に
先
行
す
る
言
葉
で
あ
り
、
狭
義
の
「
食
感
」
が
早
く
現
れ
る
食
品
学
・

調
理
学
関
係
の
文
献
に
お
い
て
も
、
両
者
は
し
ば
し
ば
同
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し

「
間
違
っ
て
使
い
始
め
た
」
と
は
限
ら
な
い
が
、
関
連
の
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
佐

竹
氏
は
、「
こ
の
語
は
か
な
り
定
着
し
そ
う
で
、
そ
の
う
ち
辞
書
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
そ

う
だ
」
と
予
想
し
て
い
る
が
、
事
実
、
こ
の
記
事
の
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
広
辞
苑
』（
第
５
版
、

11
月
刊
）、『
三
省
堂
現
代
新
国
語
辞
典
』（
第
１
版
、
11
月
刊
）、『
パ
ー
ソ
ナ
ル
現
代
国
語
辞
典
』

（
第
１
版
、
12
月
刊
）
に
は
「
食
感
」
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
２
０
０
１
年
２
月
検
定
済
の
中
学
校
国
語
科
の
教
科
書
に
、「
食
感
の
オ
ノ
マ
ト

ペ
」
と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

（
５
）�

食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
は
、
例
え
ば
「
こ
の
ウ
ド
は
し
ゃ
き
し
ゃ
き
し
て
お
い
し
い
で

す
ね
。」「
こ
の
ア
ナ
ゴ
の
天
ぷ
ら
、
外
は
ば
り
ば
り
、
中
は
し
っ
と
り
で
最
高
で
す
。」

と
言
っ
た
と
き
の
、

Ｅ

と
い
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

�

（『
現
代
の
国
語
Ｉ
』
三
省
堂
、
２
０
０
２
年
２
月
刊
）

こ
れ
は
「
こ
の
教
科
書
の
た
め
の

Ｆ

」
の
文
章
で
あ
る
が
、
著
者
は
調
理
学
の
研
究
者

で
あ
る
か
ら
、
自
身
の
使
用
語
彙
と
し
て
の
「
食
感
」
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
当
時
の
「
食
感
」
は
未
だ
一
部
の
辞
書
に
掲
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
ま
た
非
使
用
者
の
側

か
ら
は
次
の
よ
う
な
発
言
の
な
さ
れ
る
語
で
あ
っ
た
。

（
６
）�

私
の
よ
う
な
老
人
は
「
シ
ョ
ッ
カ
ン
」
と
聞
く
と
、「
食
間
」
を
思
い
浮
か
べ
、「
食
感
」

と
は
想
像
も
つ
か
な
い
。「
食
間
」
は
、
食
事
と
食
事
の
間
に
飲
む
薬
を
意
味
し
た
。「
食

感
」
は
、「
召
し
上
が
っ
た
感
じ
」
で
十
分
で
あ
る
。

�

（『
産
経
新
聞
』
２
０
０
１
年
10
月
３
日
朝
刊
）

（
７
）�

食
感
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
、
な
い

人
は
半
々
ぐ
ら
い
か
な
、と
思
わ
れ
る
。
聞
い
た
こ
と
が
な
く
と
も
、何
と
な
く
わ
か
る
。

�
（
榊
原
昭
二
『
だ
か
ら
言
葉
は
面
白
い
』
２
０
０
３
年
）

国
語
科
教
科
書
に
お
い
て
、
あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
語
や
生
徒
に
と
っ
て
難
し
い
と
判
断
さ

れ
る
語
が
現
れ
た
場
合
に
は
、
何
ら
か
の
注
記
の
施
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
実
際
、「
オ
ノ

マ
ト
ペ
」
に
は
、「
擬
声
語
（
擬
音
語
）
と
擬
態
語
の
総
称
」
と
い
う
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ　
「
食
感
」に
対
し
て
は
一
切
注
記
が
見
ら
れ
な
い
。

Ｈ

こ
こ
で
の「
食
感
」は
も
は
や
、

〈
一
般
に
広
く
知
ら
れ
た
使
用
に
制
約
の
な
い
語
〉
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
使
用
者
は
新
語
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
使
用
し
、
非
使
用
者
は
そ
の
存

在
自
体
に
気
づ
か
な
い
（
気
づ
い
た
と
き
に
は
し
ば
し
ば
否

（
Ｉ
）

定
的
な
反
応
を
す
る
）
よ
う
な
、

新
語
意
識
の
稀き

薄は
く

な
語
を
筆
者
は
〈
気
づ
か
な
い
新
語
〉
と
呼
ん
で
い
る
が
、「
食
感
」
は
そ
の

典
型
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
食
感
」
が
広
く
受
容
さ
れ
、
定
着
し
た
条
件
と
し
て
、「

（
Ｊ
）

食
」
を
前
項
と
す
る
複
合
語
に
「
食

物
」「
食
品
」「
食
料
」「
食
味
」
の
よ
う
な
多
数
の
先
行
語
が
あ
り
、「

（
Ｋ
）

感
」
を
後
項
と
す
る
複

合
語
も
「
共
感
」「
好
感
」「
体
感
」「
涼
感
」
な
ど
多
く
存
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
「
食
感
」
は
、「
今
ま
で
の
日
本
語
の
構
成
に
シ
ッ
ク
リ
し
た
、
な
に
げ
な
い
新
語
と
い
う
も

の
は
、「
新
語
意
識
」
を
一
向
刺
激
し
ま
せ
ん
」（
見
坊
１
９
５
８
：
３
６
）
と
い
う
、〈
気
づ
か

な
い
新
語
〉
と
し
て
の
条
件
を
備
え
た
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同

時
に
、
そ
れ
ま
で
の
語
彙
体
系
に
欠
け
て
い
た
部
分
、
す
な
わ
ち
〈
語
彙
体
系
の
穴
〉
を
埋
め

る
働
き
も
、
こ
の
語
が
定
着
す
る
要
因
と
し
て
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

食
品
の
〈
お
い
し
さ
〉
を
評
価
す
る
要
素
を
示
す
際
に
、

（
８
）�

食
品
の
色
、
味
、
香
り
、
食
感
を
生
か
す
よ
う
に
調
理
す
る
と
、
見
た
目
が
よ
く
な
り

お
い
し
さ
が
増
し
、
わ
た
し
た
ち
の
味
覚
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
。

�

（
高
等
学
校
家
庭
科
『
家
庭
総
合
』
東
京
書
籍
、
２
０
０
３
年
２
月
発
行
）

（
９
）�『
展
開
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
―
味
、
食
感
、
色
、
形
の
か
ぎ
り
な
い
変
化
―
』

�

（
書
名
：
柳
正
司
著
、
旭
屋
出
版
、
２
０
０
３
年
）

の
よ
う
な
「
味
」
や
「
色
」
「
形
」
「
香
り
」
な
ど
と
並
列
し
て
「
食
感
」
の
用
い
ら
れ
る
例
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
口
当
た
り
」
「
の
ど
ご
し
」
「
歯
ざ
わ
り
」
と
い
っ
た
〈
口

内
の
接
触
感
覚
〉
を
総
称
す
る
語
と
し
て
、
〈
お
い
し
さ
〉
の
表
現
に
関
わ
る
語
彙
体
系
の
構

成
要
素
を
充
足
す
る
役
割
を
「
食
感
」
は
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�

（
橋
本
行
洋
「
新
語
の
定
着
と
そ
の
条
件
」
よ
り
）

問
１　
空
欄

Ａ

・

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
漢
数
字
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

問
２　
空
欄

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
次
の
選
択
肢
か
ら
二
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

一
般
性　
　

２　

革
新
性　
　

３　

可
変
性　
　

４　

危
険
性　
　

５　

共
通
性

　

６　

実
効
性　
　

７　

主
観
性　
　

８　

潜
在
性　
　

９　

多
義
性　
　

10　

多
様
性

　

11　

中
立
性　
　

12　

特
殊
性　
　

13　

保
守
性　
　

14　

流
動
性　
　

15　

両
極
性

問
３�　
傍
線
部
（
Ｄ
）「
い
わ
ゆ
る
〈
言
語
変
化
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
〉」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

気
づ
か
な
い
う
ち
に
緩
や
か
に
変
化
が
進
行
す
る
。

　

２　

あ
っ
と
い
う
間
に
急
激
に
変
化
が
進
行
す
る
。

　

３　

変
化
は
、
当
初
緩
や
か
だ
が
、
あ
る
時
点
か
ら
急
激
に
な
る
。

　

４　

変
化
は
、
当
初
急
激
だ
が
、
あ
る
時
点
か
ら
緩
や
か
に
な
る
。

問
４　
空
欄

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
す
べ
て
、（
５
）
の
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
５　
空
欄

Ｆ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

書
き
入
れ　
　

２　

書
き
下
ろ
し　
　

３　

読
み
合
わ
せ　
　

４　

読
み
切
り

問
６　
空
欄

Ｇ

・

Ｈ

に
あ
て
は
ま
る
接
続
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

問
７�　
傍
線
部
（
Ｉ
）「
否
定
的
な
反
応
」
に
あ
て
は
ま
る
文
章
は
ど
れ
か
。（
１
）
～
（
９
）

か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

問
８�　

傍
線
部
（
Ｊ
）「『
食
』
を
前
項
と
す
る
複
合
語
」
の
う
ち
漢
字
二
文
字
の
熟
語
を
、�

本
文
中
に
あ
る
も
の
以
外
に
二
つ
、
考
え
て
答
え
な
さ
い
。

問
９�　

傍
線
部
（
Ｋ
）「『
感
』
を
後
項
と
す
る
複
合
語
」
の
う
ち
漢
字
二
文
字
の
熟
語
を
、�

本
文
中
に
あ
る
も
の
以
外
に
二
つ
、
考
え
て
答
え
な
さ
い
。

問
10�　

本
文
は
、
新
語
が
定
着
す
る
条
件
を
い
く
つ
か
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を�

簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。
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第
一
問　

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
９
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

角つ
の

筈は
ず

と
い
う
地
名
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
淀よ
ど

橋ば
し

、
柏か
し
わ

木ぎ

、
十じ
ゅ
う

二に

社そ
う

と
い
っ
た

新
宿
界か
い

隈わ
い

の
古
い
町
の
名
は
、
も
う
地
図
の
上
に
も
見
当
ら
な
い
。

た
（
Ａ
）

か
だ
か
の
便
宜
の
た
め
に
、生
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
名
が
消
さ
れ
る
の
は
、ま
っ
た
く
も
っ

て

Ｂ

な
話
だ
と
、
酒
を
く
み
な
が
ら
保や
す

夫お

は
言
っ
た
。

「
だ
け
ど
よ
恭
ち
ゃ
ん
。
考
え
て
も
み
り
ゃ
、
そ
の
生
れ
育
っ
た
土
地
を
売
り
と
ば
し
て
ず
ら

か
る
や
つ
ら
ば
か
り
な
ん
だ
か
ら
、
役
場
が
ど
う
の
な
ん
て
、
え
ら
そ
う
な
こ
と
言
え
ね
え
よ

な
あ
」

少
し
負

（
Ｃ
）

け
惜
し
み
に
も
聞
こ
え
た
。

新
宿
新
都
心
に
リ

（
ア
）

ン
セ
ツ
す
る
そ
の
あ
た
り
は
、
地
価
高

（
イ
）

騰
の
ピ
ー
ク
時
に
は
一
坪
一
億
円

と
い
う
値
が
つ
い
た
。
住
人
た
ち
の
多
く
が
そ
の
時
期
に
父
祖
の
土
地
を
手
放
し
た
の
も
無
理

は
な
い
。

売
り
損
じ
た
う
え
に
巨
額
の
固
定
資
産
税
と
相
続
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
保
夫

の
負

（
Ｃ
）

け
惜
し
み
も
、
ま
た
無
理
は
な
い
と
思
う
。

日
本
で
の
最
後
の
一
日
は
淀

（
Ｄ
）

橋
の
実
家
で
過
ご
そ
う
と
、
夫
婦
の
意
見
は
イ

（
ウ
）

ッ
チ
し
た
。

久
美
子
と
兄
嫁
は
子
供
ら
を
連
れ
て
買
物
に
行
っ
た
。
保
夫
と
差
し
向
か
い
で
飲
む
の
は
何

年
ぶ
り
の
こ
と
だ
ろ
う
。

「
ク
ミ
コ
の
や
つ
、
と
う
と
う
子
供
が
で
き
ず
じ
ま
い
で
、
す
ま
な
か
っ
た
な
あ
。
や
っ
ぱ
、

血
が
濃
い
っ
て
い
う
の
は
良
く
ね
え
の
か
な
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。
俺
が
忙
し
す
ぎ
た
だ
け
さ
」

ゆ
う
べ
妻
と
の
寝
物
語
に
、
リ
オ
で
落
ち
つ
い
た
ら
日
系
人
の
養
子
で
も
探
そ
う
か
と
話
し

合
っ
た
。

や
わ
ら
か
な
雨
の
降
り
か
か
る
午
後
の
坪
庭
に
、
貫ぬ
く

井い

は
目
を
向
け
た
。
ク

（
エ
）

ち
た
板
塀
の
外

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
が
め
ぐ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
家
の
た
た
ず
ま
い
だ
け
は
奇き

蹟せ
き

の
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
。

「
そ
う
言
や
あ
、（
注
１
）
長
嶋
が
還

（
Ｅ
）

暦
だ
と
よ
。
信
じ
ら
れ
っ
か
」

「
へ
え
。
信
じ
ら
れ
な
い
な
。
俺
た
ち
も
齢と
し

と
る
わ
け
だ
。
同
じ
背
番
号
３
と
し
て
は
、
感

（
オ
）

慨

ひ
と
し
お
だ
ね
」

昼
間
の
酒
で
上
気
し
た
保
夫
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
サ
ー
ド
で
四
番
バ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
保
夫
は
、
そ
の
栄
光
の
背
番
号
を
ベ
ン

チ
の
恭
一
に
ユ

（
カ
）

ズ
っ
て
く
れ
た
。
誰
に
も
文
句
は
言
わ
せ
な
か
っ
た
。

「
小

（
Ｆ
）

学
校
が
廃
校
に
な
る
っ
て
さ
」

「
へ
え

―
」

「
淋さ
び

し
い
よ
な
あ
。
俺
た
ち
三
人
し
て
通
っ
た
ん
だ
か
ら
」

「
俺
は
、
二
年
生
の
二
学
期
か
ら
」

「
恭
ち
ゃ
ん
、あ
の
こ
ろ
か
ら
い
つ
も
一
番
だ
っ
た
も
ん
な
。
血
の
つ
な
が
っ
た
ハ
ト
コ
な
の
に
、

何
で
ま
あ
こ
う
も
で
き
が
ち
が
う
ん
だ
ろ
う
っ
て
、
み
ん
な
が
呆あ
き

れ
て
た
」

「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
か
か
っ
た
か
」

「
そ
れ
は
ね
え
な
あ
。
は
な
っ
か
ら
で
き
が
ち
が
う
っ
て
思
っ
て
た
か
ら
」

同
い
年
の
保
夫
は
中
学
を
出
る
と
工
業
高
校
へ
進
み
、
家
業
を
継
い
だ
。
恭
一
は
都
立
の
進

学
校
に
入
学
し
た
。
東
大
に
合
格
し
て
、
駒こ
ま

場ば

の
学
生
寮
に
移
る
ま
で
、
二
人
は
四
畳
半
の
二

段
ベ
ッ
ド
に
十
年
も
寝
起
き
し
た
こ
と
に
な
る
。

手て

垢あ
か

に
ま
み
れ
た
襖ふ
す
ま

に
目
を
向
け
た
。
四
畳
半
の
奥
に
、
久
美
子
の
部
屋
だ
っ
た
三
畳
間
。

そ
し
て
こ
の
六
畳
の
居
間
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
手

（
キ
）

狭
な
家
に
自
分
を
引
き
と
る
こ
と
は
、
い

か
に
貧
し
い
時
代
と
は
い
え
容

（
ク
）

易
な
話
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

た
と
え
ば

―
下
世
話
な
想
像
だ
が
、
ま
だ
三
十
な
か
ば
で
あ
っ
た
伯
父
と
伯
母
は
、
夫
婦

の
営
み
さ
え
そ
れ
き
り
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

上
り
か
ま
ち
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
て
、
仕
事
場
を
振
り
返
る
。
か
つ
て
は
木き

屑く
ず

に
う
も
れ
て

い
た
そ
こ
は
、
セ

（
ケ
）

イ
ゼ
ン
と
と
り
か
た
づ
け
ら
れ
、
真
新
し
い
手て

桶お
け

が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る

き
り
だ
。

「
ス
ー
パ
ー
か
ら
返
品
く
ら
っ
ち
ま
っ
て
よ
。
し
ょ
う
が
ね
え
か
ら
店
先
で
売
ろ
う
と
思
う
ん

だ
け
ど
、
誰
も
買
う
わ
け
ね
え
よ
な
、
杉
の
手
桶
な
ん
て
」

保
夫
の
自

（
コ
）

嘲
は
淋
し
げ
だ
っ
た
。
よ
う
や
く
話
の
き
っ
か
け
を
摑つ
か

ん
だ
よ
う
に
、
保
夫
は
間

を

Ｇ

に
言
っ
た
。

「
あ
の
な
あ
、
恭
ち
ゃ
ん
。
と
う
と
う
今
日
ま
で
言
い
出
せ
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
ん
だ
が
、
怒
ら

な
い
で
聞
い
て
く
れ
っ
か
」

「
え
？

―
な
ん
だ
よ
、
改
ま
っ
て
」

グ
ラ
ス
を
置
く
と
、
保
夫
は
神
妙
に
背
筋
を
伸
ば
し
た
。

「
家
、
売
ろ
う
と
思
う
ん
だ
」

膝
の
上
に
節
く
れ
立
っ
た
職
人
の
指
を
そ
ろ
え
て
、
保
夫
は
許
し
を
乞
う
よ
う
に
続
け
る
。

「
税
金
を
滞
納
し
ち
ま
っ
て
る
う
え
に
、商
売
が
こ
ん
な
具
合
だ
ろ
。だ
っ
た
ら
い
い
時
分
に
売
っ

と
き
ゃ
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
い
よ
い
よ
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
っ
た
。
差
し
押
さ

え
ら
れ
て
競
売
に
か
け
ら
れ
る
よ
り
は
、
安
く
た
っ
て
売
っ
ち
ま
お
う
と
思
っ
て
」

「
金
な
ら
、
少
し
は
あ
る
よ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
売
れ
た
か
ら
」

「
い
や
い
や
」
と
、
保
夫
は
手
を
振
っ
た
。

「
恭
ち
ゃ
ん
の
気
持
は
有
難
い
け
ど
、
そ
ん
な
の
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
当
座
を
し
の
い
だ
っ
て
、

こ
の
先
ど
う
と
も
な
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
。
売
っ
ち
ま
え
ば
ぜ
ん
ぶ
清
算
し
て
、
郊
外
に
マ

ン
シ
ョ
ン
ぐ
ら
い
買
え
る
。
銀
行
も
そ
う
し
ろ
っ
て
言
う
し
」

「
ヤ
ッ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
す
る
の
」

「
材
料
屋
で
使
っ
て
く
れ
る
っ
て
い
う
か
ら
。
こ
の
齢
で
給
料
と
り
に
な
る
っ
て
の
、
不
安
だ

け
ど
よ
」

「
ク
ミ
ち
ゃ
ん
、
知
っ
て
る
の
か
？
」

少
し
答
え
を
躊た
め
ら

っ
て
、
保
夫
は
ビ
ー
ル
を
勧
め
た
。

「
言
っ
て
ね
え
よ
。
あ
い
つ
は
嫁
に
出
し
た
ん
だ
か
ら
関
係
ね
え
だ
ろ
う
」

言
い
返
そ
う
と
し
て
恭
一
は
言
葉
を
呑の

ん
だ
。
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
言
い
方
だ
が
、
筋
は
通
っ

て
い
る
。

「
恭
ち
ゃ
ん
に
だ
け
は
許
し
て
も
ら
わ
ね
え
と
。
俺
、
親
不
孝
か
な
」

親
不
孝
だ
と
い
う
の
な
ら
、
自
分
も
同
じ
だ
と
恭
一
は
思
っ
た
。
仕
事
に
か
ま
け
て
、
伯
父

や
伯
母
に
は
恩
返
し
の
ひ
と
つ
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て

―
久
美
子
を
不
幸
に
し
た
。

「
恭
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
ク
ミ
コ
か
ら
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
た
か
ら
。
大
変
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

言
い
出
せ
な
か
っ
た
。
勝
手
な
ま
ね
し
ち
ま
っ
た
」

ビ
ル
の
壁
に
と
り
囲
ま
れ
た
居
間
に
は
、
陽ひ

が
入
ら
な
か
っ
た
。
坪
庭
の
軒
先
の
、
子
供
の

こ
ろ
か
ら
吊つ

り
下
が
っ
て
い
る
風
鈴
が
、
悲
し
げ
な
音
を
た
て
た
。

も
（
Ｈ
）

し
か
し
た
ら
、
保
夫
は
郊
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
に
も
、「
貫
井
恭
一
」
と
い
う
古
い
表

札
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

�

（
浅
田
次
郎
「
角
筈
に
て
」
よ
り
）

（
注
１
）�

長
嶋
…
…
長
嶋
茂
雄
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
。
１
９
６
５
～
７
３
年
、
読
売
巨
人
軍
が

連
続
し
て
優
勝
し
た
頃
の
ス
タ
ー
選
手
。
四
番
打
者
、
三
塁
手
と
し
て
活
躍
し
、「
ミ

ス
タ
ー
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
背
番
号
３
は
、
永
久
欠
番
と
な
っ

て
い
る
。

問
１�　
傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
（
ア
）
リ
ン
セ
ツ　
（
イ
）
高
騰　
　
　
　
　
（
ウ
）
イ
ッ
チ　
（
エ
）
ク
（
ち
た
）　

　
（
オ
）
感
慨　
　
　
（
カ
）
ユ
ズ
（
っ
て
）　
（
キ
）
手
狭　
　
（
ク
）
容
易　
　

　
（
ケ
）
セ
イ
ゼ
ン　
（
コ
）
自
嘲

問
２�　
傍
線
部
（
Ａ
）「
た
か
だ
か
の
便
宜
の
た
め
に
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
選
択
肢

か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

た
と
え
ど
れ
ほ
ど
便
利
に
な
る
と
し
て
も

　

２　

便
利
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
の
理
由
で

　

３　

行
政
だ
け
の
都
合
に
よ
っ
て

　

４　

わ
ず
か
な
金
に
目
が
く
ら
ん
で

問
３�　

Ｂ

・

Ｇ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

Ｂ
　

１　

不
用
意　
　

２　

感
無
量　
　

３　

理
不
尽　
　

４　

無
意
味

　

Ｇ
　

１　

置
か
ず　
　

２　

入
れ
ず　
　

３　

詰
め
ず　
　

４　

持
た
せ
ず

問
４�　
傍
線
部
（
Ｃ
）「
負
け
惜
し
み
」
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
点
を
い
う
の
か
。
簡
潔
に
説
明

し
な
さ
い
。

問
５�　
傍
線
部
（
Ｄ
）「
淀
橋
の
実
家
で
過
ご
そ
う
」
と
夫
婦
が
決
め
た
理
由
に
つ
い
て
最
も
適

切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

１　

今
ま
で
住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
す
で
に
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

　
　

２　

今
度
い
つ
淀
橋
の
実
家
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
。

　
　

３　

恭
一
は
保
夫
と
飲
み
た
い
し
、
久
美
子
は
兄
嫁
と
買
い
物
に
行
き
た
い
か
ら
。

　
　

４　

夫
婦
の
間
は
上
手
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
二
人
で
過
ご
す
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
。

問
６　
傍
線
部
（
Ｅ
）「
還
暦
」
の
表
す
年
齢
を
、
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
７　
傍
線
部
（
Ｆ
）「
小
学
校
が
廃
校
に
な
る
」
の
は
な
ぜ
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
８�　
傍
線
部（
Ｈ
）「
も
し
か
し
た
ら
、保
夫
は
郊
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
に
も
、『
貫
井
恭
一
』

と
い
う
古
い
表
札
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
恭
一
が
思
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
簡
潔
に

説
明
し
な
さ
い
。

問
９　
保
夫
と
恭
一
の
そ
れ
ぞ
れ
の
半
生
と
、
相
手
に
対
す
る
心
情
を
説
明
し
な
さ
い
。
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第
二
問

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
６
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

私
た
ち
は
取
材
を
進
め
る
中
で
、
拡
張
す
る
デ
ジ
タ
ル
世
界
の
中
で
、
ど
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
す
ら
も
無
意
味
に
な
り
か
ね

な
い
事
態
が
世
界
中
で
急
速
に
進
行
し
て
い
た
。

２
０
１
７
年
に
コ
ム
ス
コ
ー
プ
社
が
行
っ
た
調
査
結
果
で
あ
る
。
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
な
ど
世
界
８
つ
の
都
市
で
、
幼
い
頃
か
ら
ス
マ
ホ
に
親
し
ん
で
き
た
世

代
の
３
分
の
２
が
、「
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
だ
。

こ
の
世
代
は
、「
Ｚ
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
（
Ｚ
世
代
：
１
９
９
０
年
代
後
半
～
２
０
０
０
年
代

生
ま
れ
）。

世
紀
の
境
目
に
成
年
に
達
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
次
に
続
く
世
代
で
、
生き
っ
す
い粋

の
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
た
ち
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
の
す
で
に
４
分
の
１
を
占
め
て
お
り
、
遠
く
な
い

未
来
、彼
ら
が
世
界
の
主
流
と
な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
が
溶
け
た「
ポ
ス
ト
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

の
時
代
が
到
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

調
査
報
告
書
か
ら
、
Ｚ
世
代
の
代
表
的
な
声
を
拾
っ
て
み
る
と
、

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
な
い
。
私
の
携
帯
は
安
全
だ
と
思
う
」

「
昨
日
は
、
友
人
と
20
時
間�

Ｆａ
ｃ
ｅ�

Ｃ
ｈａ
ｔ�

で
会
話
し
た
」

「
世
界
と
も
っ
と
繋つ
な

が
っ
て
い
た
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し

ま
う
」

「（
ス
マ
ホ
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
で
）
よ
り
社
交
的
に
、
よ
り
知
識
豊
富
に
な
れ
る
」

「
自
分
の
携
帯
を
信
用
し
て
い
る
。
裏
切
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
」

そ
し
て
Ｚ
世
代
の
将
来
の
夢
は
…
…

１
位　

有
名
な
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
（
37
％
）

２
位　

最
先
端
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
（
35
％
）

３
位　

１
０
０
万
人
超
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
も
つ
ツ
イ
ッ
タ
ー
セ
レ
ブ
（
32
％
）

ⅰ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
生
ん
だ
ア
ッ
プ
ル
社
が
大
好
き
で
、
著
名
な
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
る
こ
と

に
生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
る
Ｚ
世
代
。
ス
マ
ホ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
信
用
し
、
ス
マ
ホ
を
肌

身
離
さ
ず
、
自
分
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
発
信
し
続
け
て
い
る
Ｚ
世
代
。
彼
ら
に
と
っ
て
ス
マ
ホ

は
だ
の
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
住
む
世
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
自
己
が
凝
縮
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
な
の
だ
。

将
来
な
り
た
い
職
業
に
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
が
登
場
し
た
当
初
、
そ
れ
は
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー

ス
だ
っ
た
。
だ
が
瞬
く
間
に
常
識
と
化
し
て
い
る
今
の
光
景
に
時
代
の
加
速
を
見
る
。
報
告
書

が
そ
の
到
来
を
予
見
し
た
「
ポ
ス
ト
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
時
代
」
は
、
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
変
容
を
映
し
出
す
現
場
が
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
。

取
材
班
が
向
か
っ
た
の
は
、ミ
ネ
ソ
タ
州
の
閑
静
な
住
宅
街
。
こ
こ
で
は
、あ
る
こ
と
が
〝
ブ
ー

ム
〟
に
な
っ
て
い
る
。

目
を
凝
ら
す
と
、
多
く
の
民
家
の
軒
先
に
は
、
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の

グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
リ
ン
グ
社
が
販
売
す
る
、
小
型
の
監
視
カ
メ
ラ
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
し
た
商
品
を
消
費
者
の
も
と
へ
配
送
す
る

際
に
、
配
達
員
が
玄
関
先
に
荷
物
を
置
く
「
置
き
配
」
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
軒
先
に
置
か
れ
た
商
品
が
盗
難
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
そ
こ
に
商
機
を
見
出
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
ア
マ
ゾ
ン
と

リ
ン
グ
社
だ
っ
た
。

　

リ
（
Ａ
）

ン
グ
社
製
の
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
女
性
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
宅
で

家
具
修
理
の
仕
事
を
行
う
リ
ン
ゼ
ー
・
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
。
彼
女
も
ま
た
、
配
送
さ
れ
た
商

品
が
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
た
。

こ
の
監
視
カ
メ
ラ
に
は
、
一
般
的
な
監
視
カ
メ
ラ
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
。
監
視
カ
メ
ラ
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ホ
を
通
し
て
映
像
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
。

外
出
時
に
来
客
が
あ
っ
た
際
に
は
、
ス
マ
ホ
に
通
知
が
届
き
、
映
像
を
確
認
す
れ
ば
誰
が
来
訪

し
た
か
わ
か
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

こ
の
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
が
気
に
入
っ
て
い
る
機
能
が
も
う
一
つ

あ
っ
た
。
専
用
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
、
い
つ
で
も
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
が
見
せ
て

Ｂ

の
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
に
近
所
の
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
た
と
き
の
映
像
や
、
玄
関
に
か
わ
い
い
リ
ス
が
近
づ
い
て
き
た
と
き
の
映
像

で
あ
る
。
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
、
日
常
の
何
気
な
い
様
子
を
隣
人
や
友
人
と
シ
ェ

ア
す
る
の
が
、
今
で
は
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
監
視
カ
メ
ラ

版
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

そ
の
「
楽
し
み
方
」
は
、
思
わ
ぬ
方
向
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト
の

使
い
方
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い
て
い
る
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
！　

こ
の
動
画
、
傑
作
じ
ゃ
な
い
!?
」

大
声
で
笑
う
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
は
、
監
視
カ
メ
ラ

が
泥
棒
を
捉
え
た
瞬
間
だ
っ
た
。
動
画
で
は
、
家
主
が
玄
関
に
出
て
き
て
、
泥
棒
が
追
い
払
わ

れ
る
ま
で
の
一
部
始
終
が
撮
影
さ
れ
て
い
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
、
専
用
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト

に
は
、
盗
難
な
ど
犯
罪
の
瞬
間
を
捉
え
た
映
像
が
い
く
つ
も
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動

画
か
ら
は
、
他
に
は
な
い
興
奮
や
刺
激
が
得
ら
れ
る
と
言
う
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
す
な
ん
て
不

（
Ｃ
）

毛
だ
け
ど
、
や
め
ら
れ
な
い
わ
」

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
投
稿
、
シ
ェ
ア
し
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
楽
し
む
こ
と

は
、
い
ま
や
ア
メ
リ
カ
で
は
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
、
急
速
に
溶
け
出
し

つ
つ
あ
る
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

住
民
た
ち
の
間
で
巻
き
起
こ
る
「
監
視
カ
メ
ラ
」
ブ
ー
ム
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
警
察
だ
。

オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
が
暮
ら
す
地
区
に
あ
る
ク
ー
ン
・
ラ
ピ
ッ
ズ
警
察
署
で
は
、
住
民
た
ち

が
撮
影
し
た
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
犯
罪
捜
査
に
使
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
・
ウ
ー
ク
ハ
ー
ト
警

部
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
さ
せ
て

Ｂ

。
パ
ト
カ
ー
に
は
、
警
察
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
専
用
端
末
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
端
末
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
街
の
ど
こ
に
監
視
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
地
図
に
落
と
し
込
ま
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
警
察
署
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
保
有
者
を

Ｄ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
犯
罪
が
発
生

す
る
と
、
付
近
の
住
民
に
映
像
の
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。
リ
ン
グ
社
製
の
監
視
カ
メ
ラ
で
は
、

動
画
を
切
り
出
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
リ
ン
ク
を
作
成
す
る
機
能
が
あ
る
た
め
、
共
有
も
ス
ム
ー

ズ
だ
と
い
う
。
ウ
ー
ク
ハ
ー
ト
警
部
は
、
新
た
な
犯
罪
捜
査
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
次
の
よ
う

に
説
明
し
た
。

「
こ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
あ

（
Ｅ
）

の
ア
マ
ゾ
ン
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
す
よ
。
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
大
企
業
で
す
か
ら
！　

も
っ
と
普
及
し
ま
す
よ
」

巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
と
警
察
の
距
離
が
近
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
犯
罪
捜
査
の
名
の
も
と
に

監
視
社
会
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か

―
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
そ
う
し
た
懸

（
Ｆ
）

念
の
声
が

度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
批
判
の
声
に
配
慮
し
て
か
、
ウ
ー
ク
ハ
ー
ト
警
部
は
次
の
よ
う

に
付
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

「
我
々
警
察
は
特
定
の
企
業
の
製
品
を
推
奨
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
決
め
る
の
は

Ｇ

消
費
者
だ
。
我
々
が
取
り
組
む
の
は

Ｇ

犯
罪
捜
査
で
、〝

（
Ｈ
）（

注
１
）
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
〟
の
よ

う
に
社
会
を
監
視
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
」

２
０
２
０
年
い
っ
ぱ
い
で
定
年
を
迎
え
る
と
い
う
ウ
ー
ク
ハ
ー
ト
警
部
は
、
自
ら
を
「
ア
ナ

ロ
グ
世
代
」
だ
と
表
現
し
た
。
紙
と
ペ
ン
で
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
足
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
る
、

昔
な
が
ら
の
刑
事
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、ク
ー
ン
・
ラ
ピ
ッ
ズ
警
察
署
に
配
分
さ
れ
る
予
算
が
年
々

減
少
す
る
な
か
で
、
犯
罪
捜
査
を
効
率
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
を
模

索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

前
述
の
オ
ー
ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
・
映
像
提
供
を
通
じ
て
地
域
の
治
安

維
持
に
役
立
つ
こ
と
は
、
自
分
に
で
き
る
社
会
貢
献
だ
と
考
え
て
い
る
。
リ
ン
グ
社
製
の
監
視

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
よ
う
、
近
所
の
知
人
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
便
利
だ
し
、
特
に
悪
い
こ
と
な
ん
て
思
い
つ
か
な
い
わ
」

―
デ
ジ
タ
ル
世
界
を
拡
大
さ
せ

て
ゆ
く
企
業
と
警
察
を
全
面
的
に
信
頼
し
、
少
し
の
疑
念
も
抱
い
て
い
な
い
こ
と
が
、
オ
ー

ウ
ィ
ッ
グ
さ
ん
の
話
し
ぶ
り
か
ら
は
う
か
が
え
た
。

�

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
『
や
ば
い
デ
ジ
タ
ル
』
よ
り
）

（
注
１
）�

ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
…
…
一
九
四
九
年
に
発
表
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

の
近
未
来
小
説
『
一
九
八
四
年
』
に
登
場
す
る
独
裁
者
。

問
１�　
傍
線
部
（
Ａ
）「
リ
ン
グ
社
製
の
監
視
カ
メ
ラ
」
の
、
①
一
般
的
な
監
視
カ
メ
ラ
に
は
な

い
特
別
な
機
能
は
何
か
。
②
ま
た
、
そ
の
特
徴
を
活
用
し
た
利
用
方
法
を
、
箇
条
書
き
に

ま
と
め
な
さ
い
。

問
２�　
空
欄

Ｂ

・

Ｄ

・

Ｇ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

Ｂ
　

１　

あ
げ
た　
　

��

２　

く
れ
た　
　
　

��

３　

も
ら
っ
た　

��

４　

い
た
だ
い
た

　

Ｄ
　

１　

あ
た
か
も　

��

２　

あ
ら
か
じ
め　

��

３　

や
は
り　
　

��

４　

わ
ざ
わ
ざ

　

Ｇ
　

１　

あ
く
ま
で　

��

２　

さ
す
が
に　
　

��

３　

せ
っ
か
く　

��

４　

む
し
ろ

問
３�　
傍
線
部
（
Ｅ
）「
あ
の
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号

で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

あ
の
信
号
を
右
に
曲
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２　

あ
の
、
ち
ょ
っ
と
お
尋
ね
し
た
い
ん
で
す
が
。

　

３　

昨
日
行
っ
た
あ
の
店
、
よ
か
っ
た
よ
ね
。

　

４　

こ
の
映
画
、
あ
の
Ｎ
先
輩
の
お
気
に
入
り
な
ん
だ
っ
て
。

問
４�　
傍
線
部
（
Ｃ
）「
不
毛
」・（
Ｆ
）「
懸
念
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
を
表
す
熟
語
を
、
そ
れ

ぞ
れ
漢
字
三
文
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

問
５�　
比
喩
に
は
、
直
喩
と
隠
喩
が
あ
り
、
傍
線
部
（
Ｈ
）「〝
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
〟
の
よ
う
に
」

は
直
喩
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
用
い
ら
れ
て
い
る
隠
喩
を
指
摘
し
、
そ
の
表
現
効
果
を
説

明
し
な
さ
い
。

問
６　
デ
ジ
タ
ル
世
界
の
拡
大
に
つ
い
て
、
①
～
③
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

①�

Ｚ
世
代
の
捉
え
方
と
し
て
、
本
文
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
。
簡
潔
に
ま
と
め
な

さ
い
。

　

②
筆
者
の
捉
え
方
と
し
て
、本
文
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
。
簡
潔
に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

③
あ
な
た
自
身
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
理
由
と
と
も
に
述
べ
な
さ
い
。
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第
一
問　

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
９
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

江
戸
の
一
膳
飯
屋
「
だ
い
こ
ん
」
は
、
食
材
の
魚
や
野
菜
を
運
ぶ
荷
車
に
「
桃
太
郎
」
の
絵

を
描
き
、
そ
の
扮ふ
ん
そ
う装

を
し
た
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
車
を
引
か
せ
て
お
り
、
そ
の
趣
向
が
評
判
と

な
っ
て
い
る
。
自
分
も
そ
の
車
を
使
っ
て
店
の
宣
伝
を
し
た
い
と
考
え
た
備び
ん

後ご

屋や

は
、
広ひ
ろ

目め

屋

に
そ
の
仲
介
を
依
頼
し
た
。
な
お
、「
広
目
」
と
は
広
告
・
宣
伝
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

備
後
屋
が
つ
れ
て
き
た
三
人
と
備
後
屋
当
人
と
は
、
全
員
が
幼
ナ

（
ア
）

ジ
ミ
の
間
柄
だ
っ
た
。

「
あ
た
し
は
三
年
前
に
隠
居
し
た
ん
だ
が
、
新
兵
衛
と
芳よ
し

之の

助す
け

の
ふ
た
り
は
、
代
を
譲
り
も
せ

ず
に
居
座
っ
て
い
る
」

鼈べ
っ
こ
う甲

問
屋
、
義よ
し
か
ね兼

屋や

菊き
く

之の

助す
け

が
毒
づ
い
た
。

十
月
二
日
の
八
ツ
（
午
後
二
時
）
下
が
り
。
客
が
い
な
く
な
っ
た
あ
と
の
だ
い
こ
ん
の
土
間

で
は
、
日
本
橋
老

（
イ
）

舗
の
四
人
が
気

（
Ａ
）

の
お
け
な
い
話
を
始
め
た
。

日
本
橋
駿す
る
が河

町
の
表
通
り
に
店
を
構
え
た
、
菓
子
屋
備
後
屋
の
当
主
、
新
兵
衛
。

同
じ
く
駿
河
町
で
焼
物
と
漆
器
を
商
う
大
店
、
松
本
屋
当
主
の
芳
之
助
。

室
町
二
丁
目
表
通
り
の
鼈
甲
問
屋
、
義
兼
屋
隠
居
の
菊
之
助
。

旅
支
度
な
ら
な
ん
で
も
揃そ
ろ

う
、
室
町
三
丁
目
の
日
本
橋
内
山
の
家
付
き
内
儀
、
松
野
。

ど
の
店
も
、
江
戸
中
に
名
を
知
ら
れ
た
老
舗
ば
か
り
だ
。
四
人
は
と
も
に
、
今
年
の
正
月
に

還
暦
を
迎
え
て
い
た
。

「
新
兵
衛
と
芳
之
助
が
還
暦
を
過
ぎ
て
も
跡
目
を
譲
ら
な
い
か
ら
、
あ
た
し
ら
が
若
い
者
か
ら

ジ
（
ウ
）

ャ
ケ
ン
に
言
わ
れ
た
り
す
る
ん
だ
。
松
野
さ
ん
も
、
そ
う
思
う
だ
ろ
う
が
」

問
わ
れ
た
松
野
は
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
だ
け
で
答
え
な
か
っ
た
。
白
髪
だ
が
、
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
松
野
の
髪
に
は
、
気
品
す
ら
感
じ
ら
れ
た
。

「
お
ま
え
は
自
分
勝
手
に
隠
居
を
決
め
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の

Ｂ

は
な
い
だ
ろ
う
」

「
い
い
ん
だ
新
兵
衛
、
ま
と
も
に
相
手
を
す
る
こ
と
は
な
い
」

芳
之
助
が
、
横
目
で
鼈
甲
屋
の
隠
居
を
見
た
。

「
こ
い
つ
は
仕
事
を
続
け
て
い
る
お
れ
た
ち
を
、
や
っ
か
ん
で
い
る
だ
け
だ
」

芳
之
助
は
図
星
を
言
い
当
て
た
ら
し
い
。
菊
之
助
が
顔
を
し
か
め
た
。
そ
の
さ
ま
が
お
か
し

い
ら
し
く
、
松
野
が
口
元
に
手
を
あ
て
た
。

Ｃ

歳
に
な
っ
て
も
、
松
野
は
唇
に
紅
を
ひ
い

て
い
た
。

い
い
歳
を
し
た
男
三
人
が
好
き
勝
手
な
こ
と
を
言
い
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
つ
ば
き
は
茶

を
出
し
た
。

湯
呑の

み
か
ら
湯
気
の
立
っ
て
い
る
、
熱
々
の
番
茶
で
あ
る
。
店
に
は
煎
茶
の
備

（
エ
）

え
も
あ
っ
た
。

し
か
し
卓
に
座
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
橋
老
舗
の
当
主
や
隠
居
で
あ
る
。

飲
み
た
け
れ
ば
、
駿
河
や
宇
治
の
新
茶
や
極
上
の
煎
茶
が
い
つ
で
も
味
わ
え
る
身
分
で
あ
る
。

そ
ん
な
客
に
、
つ
ば
き
は
半
端
な
煎
茶
を
出
し
た
く
は
な
か
っ
た
。

気
持
ち
を
こ
め
て
い
れ
た
番
茶
に
、
つ
ば
き
は
甘
酢
漬
け
の
薄
切
り
だ
い
こ
ん
を
茶
請
け
に

ソ
（
オ
）

え
た
。

甘
酢
作
り
に
は
和
三
盆
を
お
ご
り
、
唐
辛
子
で
味
に
尖と
が

り
を
加
え
て
い
た
。
薄
切
り
に
し
た

だ
い
こ
ん
は
、
店
の
裏
庭
で
拵こ
し
ら

え
た
自
家
製
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
見
事
な
味
だ
」

「
ほ
ん
と
う
に
、
お
い
し
い
こ
と
」

松
野
ま
で
が
、
甘
酢
漬
け
か
ら
は
箸
を
放
さ
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
は
、
あ
ん
た
が
拵
え
た
の
か
」

漆
器
屋
の
当
主
が
、
見
開
い
た
目
で
つ
ば
き
を
見
た
。
太
い
眉
は
、
ま
だ
黒
々
と
し
て
い
た
。

「
み
な
さ
ん
の
お
口
に
あ
え
ば
、
な
に
よ
り
で
す
」

つ
ば
き
が
応
え
る
の
を
聞
き
つ
つ
、
芳
之
助
は
ま
た
も
や
だ
い
こ
ん
を
口
に
運
ん
だ
。
歯
が

わ
る
く
て
も
噛か

み
や
す
い
よ
う
に
と
、
薄
切
り
に
し
た
甘
酢
漬
け
で
あ
る
。

還
暦
を
過
ぎ
た
四
人
は
、
一
杯
の
番
茶
で
だ
い
こ
ん
を
き
れ
い
に
平
ら
げ
た
。

「
お
代
わ
り
を
お
持
ち
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
」

四
人
の
食
べ
っ
ぷ
り
が
嬉う
れ

し
く
て
、
つ
ば
き
は
代
わ
り
を
取
り
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
。

そ
れ
を
新
兵
衛
が
引
き
止
め
た
。

「
今
日
は
折
り
入
っ
て
、
あ
ん
た
の
話
を
聞
き
た
く
て
出
向
い
て
き
た
ん
だ
。
少
し
の
間
、
わ

た
し
ら
に
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
る
か
」

「
わ
た
し
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
」

つ
ば
き
は
腰
掛
に
座
り
直
し
た
。

わ
た
し
ら
と
言
っ
た
も
の
の
、
話
が
あ
る
の
は
新
兵
衛
の
み
の
よ
う
だ
。
身
体
を
動
か
し
た

新
兵
衛
は
、
つ
ば
き
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
。

「
訊き

き
た
か
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
広
目
屋
に
あ
ん
た
が
…
…
あ
ん
な
に
…
…
」

あ
（
Ｄ
）

と
の
言
葉
が
言
い
に
く
い
の
か
、
新
兵
衛
は
軽
い
咳せ

き

払
い
を
し
た
。
つ
ば
き
は
静
か
な
目
で

相
手
を
見
て
い
る
。
新
兵
衛
は
羽
織
の
紐ひ
も

を
い
じ
っ
て
か
ら
、
話
に
戻
っ
た
。

「
強

（
カ
）

欲
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
な

Ｅ

を
、
突
き
つ
け
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
」

強
欲
と
言
わ
れ
て
、つ
ば
き
は
目
の
光
を
強
く
し
た
。
が
、新
兵
衛
の
話
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。

す
ぐ
に
表
情
を
戻
す
と
、
あ
と
の
話
を
待
っ
た
。

「
あ
ん
た
が
ま
だ
年
若
い
人
だ
っ
た
と
、
広
目
屋
は
わ
た
し
に
伝
え
に
き
た
」

つ
ば
き
に
追
い
返
さ
れ
た
広
目
屋
は
、
散
々
に
わ
る
く
言
っ
て
い
た
。

「
だ
い
こ
ん
の
あ
る
じ
は
、
ま
だ
十
七
、八
の
小
娘
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
、
大
し
た

Ｆ

者
で
し
て
な
あ
」

桃
太
郎
の
車
を
使
っ
て
広
目
を
し
た
け
れ
ば
、
日
本
橋
の
表
通
り
に
店
を
出
さ
せ
て
く
れ
。

普
（
キ
）

請
の
費
え
は
す
べ
て
、
広
目
を
し
た
い
者
に
負
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
い
や
な
ら
、
話
は�

聞
か
な
い
。
江
戸
の
方
々
か
ら
、
桃
太
郎
の
車
を
使
い
た
い
と
い
う
者
が
押
し
か
け
て
き
て
い

る
…
…
。

こ
ん
な
話
を
、
広
目
屋
は
で
っ
ち
上
げ
て
い
た
。

「
わ
た
し
は
、
聞
い
た
こ
と
を
鵜う

呑
み
に
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
強
欲
な
こ
と
を
、
そ

れ
こ
そ
し
た
た
か
な
広
目
屋
相
手
に
言
っ
て
の
け
た
の
は
、
ど
ん
な
娘
さ
ん
な
の
か
、
一
度
見

て
み
た
い
と
思
っ
た
も
の
で
ね
」

そ
れ
が
昨
日
、
新
兵
衛
が
だ
い
こ
ん
を
お
と
ず
れ
た
わ
け
だ
っ
た
。

「
と
こ
ろ
が
客
の
あ
し
ら
い
を
見
て
も
、
出
さ
れ
た
も
の
を
口
に
し
て
も
、
広
目
屋
か
ら
聞
か

さ
れ
た
話
と
は
、
ど
う
し
て
も
重
な
ら
な
い
」

芳
之
助
と
菊
之
助
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
一
度
、
ク

（
ク
）

ビ
ジ
ッ
ケ
ン
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
運
び

に
な
っ
た
。
女
の
目
利
き
に
は
女
が
い
い
と
、
菊
之
助
が
言
い
出
し
た
。
ゆ
え
に
こ
の
日
は
、

幼
ナ

（
ア
）

ジ
ミ
四
人
が
そ
ろ
っ
て
だ
い
こ
ん
に
出
向
い
て
き
た
。

「
も
う
一
度
、
あ
ん
た
の
口
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
」

新
兵
衛
た
ち
四
人
の
目
が
、
つ
ば
き
に
集
ま
っ
た
。
だ
れ
が
相
手
で
も
、
つ
ば
き
は
物
怖お

じ

を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
が
、
い
ま
は
勝
手
が
違
っ
た
。

な
に
し
ろ
、
何
十
人
も
の
奉
公
人
を
使
う
大お
お
だ
な店

の
あ
る
じ
四
人
が
相
手
で
あ
る
。

「
さ
く
ら
…
…
」

妹
に
湯
呑
み
を
運
ば
せ
た
つ
ば
き
は
、
返
事
を
す
る
前
に
番
茶
で
口
を
湿
し
た
。

「
広
目
屋
さ
ん
が
お
見
え
に
な
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
で
す
。
あ
と
の
話
は
、
わ
た
し
も
い
ま
初

め
て
聞
き
ま
し
た
」

広
（
Ｇ
）

目
屋
が
嘘う

そ

を
つ
い
て
い
る
と
は
、
つ
ば
き
は
言
わ
な
か
っ
た
。

「
あ
ん
た
を
見
れ
ば
、
広
目
屋
が
新
兵
衛
に
嘘

Ｈ

を
並
べ
立
て
て
い
た
の
が
よ
く
分
か
っ
た
」

腹
の
な
か
は
煮
え
く
り
返
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
相
手
を
嘘
つ
き
だ
と
言
わ
ず
、
初

め
て
聞
い
た
と
新
兵
衛
に
切
り
返
す
の
は
、
半
端
な
器
量
で
は
で
き
な
い
こ
と
だ
…
…
漆
器
屋

の
当
主
が
、
大
層
に
感
心
し
た
。

「
昨
日
、こ
ち
ら
に
う
か
が
っ
た
と
き
か
ら
、わ
た
し
も
広
目
屋
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
、そ
っ

く
り
ド
ブ
に
捨
て
た
」

新
兵
衛
の
物
言
い
に
は
、
広
目
屋
へ
の
イ

（
ケ
）

カ
り
が
強
く
に
じ
ん
で
い
た
。

「
そ
こ
で
、
い
ま
一
度
う
か
が
い
た
い
」

新
兵
衛
が
口
調
を
あ
ら
た
め
た
。

つ
ば
き
も
座
り
直
し
た
。

「
ど
う
し
て
あ
ん
た
が
広
目
屋
の
話
を
断
わ
っ
た
の
か
、そ
の
次
第
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
な
い
か
」

「
分
か
り
ま
し
た
」

つ
ば
き
は
新
兵
衛
の
目
を
見
詰
め
た
。

「
桃
太
郎
車
を
引
く
こ
ど
も
の
手
配
り
は
、
飴あ
め

売
り
の
元
締
め
の
八は
ち

兵べ

え衛
さ
ん
で
す
」

桃
太
郎
車
の
後
ろ
で
、
飴
売
り
を
す
る
。
こ
れ
が
八
兵
衛
と
の
取
り
決
め
ご
と
だ
っ
た
。

「
桃
太
郎
の
車
を
使
っ
て
広
目
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
兵
衛
さ
ん
も
わ
た
し
も
考
え
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
」

八
兵
衛
に
、
広
目
を
し
て
は
だ
め
だ
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
も

他
店
の
広
目
を
し
た
り
す
れ
ば
、
八
兵
衛
に
義
理
が
立
た
な
く
な
る
。

こ
ど
も
の
手
配
り
の
み
な
ら
ず
、
八
兵
衛
は
だ
い
こ
ん
の
の
ぼ
り
二
本
ま
で
拵
え
て
く
れ
た
。

「
そ
う
い
う
次
第
で
す
か
ら
、
八
兵
衛
さ
ん
の
商
い
に
障

（
コ
）

る
こ
と
は
し
た
く
な
い
ん
で
す
」

勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
と
、
つ
ば
き
は
あ
た
ま
を
下
げ
た
。

�

（
山
本
一
力
『
だ
い
こ
ん
』
よ
り
）

問
１�　
傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
（
ア
）
ナ
ジ
ミ　
　
　

（
イ
）
老
舗　
　
　
　
（
ウ
）
ジ
ャ
ケ
ン　
　
（
エ
）
備
（
え
）　　

　
（
オ
）
ソ
（
え
た
）　　
（
カ
）
強
欲　
　
　
　
（
キ
）
普
請　
　
　
　
（
ク
）
ク
ビ
ジ
ッ
ケ
ン　
　

　
（
ケ
）
イ
カ
（
り
）　　
（
コ
）
障
（
る
）

問
２�　
傍
線
部
（
Ａ
）「
気
の
お
け
な
い
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

油
断
の
な
い　
　
　

２　

遠
慮
の
な
い

　

３　

信
用
で
き
な
い　
　

４　

神
経
の
休
ま
ら
な
い

問
３�　
空
欄

Ｂ

・

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

言
い
切
り　
　

２　

言
い
草　
　

３　

言
い
つ
け　
　

４　

言
い
抜
け

　

５　

言
い
値　
　
　

６　

言
い
分　
　

７　

言
い
回
し　
　

８　

言
い
訳

問
４　
空
欄

Ｃ

・

Ｈ

に
あ
て
は
ま
る
数
字
を
、
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
５�　
傍
線
部
（
Ｄ
）「
あ
と
の
言
葉
が
言
い
に
く
い
の
か
、
新
兵
衛
は
軽
い
咳
払
い
を
し
た
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
新
兵
衛
の
心
情
を
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

問
６　
空
欄

Ｆ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
７�　
傍
線
部
（
Ｇ
）「
広
目
屋
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
は
、
つ
ば
き
は
言
わ
な
か
っ
た
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

問
８�　
つ
ば
き
の
、
客
に
対
す
る
心
遣
い
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
箇
所
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
、

最
初
と
最
後
の
五
文
字
ず
つ
を
示
し
な
さ
い
。

問
９�　
本
文
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え

な
さ
い
。

　

１　

つ
ば
き
は
人
柄
が
よ
く
、
そ
の
上
た
い
そ
う
な
器
量
よ
し
で
も
あ
る
。

　

２　

広
目
屋
は
桃
太
郎
車
の
評
判
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
る
た
め
、
嘘
を
つ
い
た
。

　

３　

こ
の
前
日
、
新
兵
衛
は
だ
い
こ
ん
を
訪
れ
、
つ
ば
き
の
人
と
な
り
を
観
察
し
て
い
た
。

　

４　

つ
ば
き
は
八
兵
衛
に
、
こ
ど
も
の
手
配
り
や
の
ぼ
り
の
費
用
を
支
払
っ
て
い
る
。
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第
二
問

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
６
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

こ
の
冬
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
部
は
じ
つ
に
よ
く
冷
え
こ
ん
だ
。
近
年
は
凍
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
カ
ナ
ダ
・
エ
ル
ズ
ミ
ア
島
と
の
間
の
海
峡
は
１
月
上
旬
の
時
点
で
結
氷
し
、
そ
の
後
も
氷

点
下
30
度
以
下
の
日
が
つ
づ
い
た
。
海
が
凍
れ
ば
そ
れ
だ
け
行
動
可
能
な
エ
リ
ア
が
広
が
る
の

が
北
極
の
旅
の
特
徴
で
あ
る
。

今
年
は
い
け
る
。
い
や
、
近
年
の
海
氷
状
況
や
44
歳
と
い
う
年
齢
を
考
え
る
と
、
今
年
が
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
。
犬い
ぬ

橇ぞ
り

で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
側
を
北
上
し
、
北
緯
80
度
以
北
の

ど
こ
か
で
幅
約
30
キ
ロ
の
、
こ
の
地
球
最
北
の
海
峡
を
カ
ナ
ダ
側
に
わ
た
り
、
行
け
る
と
こ
ろ

ま
で
行
く
。
こ
の
結
氷
状
態
な
ら
北
極
海
ま
で
行
け
る
の
で
は
？　

補
給
も
な
し
に
そ
こ
ま
で

し
た
犬
橇
単
独
行
者
は
記
録
上
は
い
な
い
。
嗚あ

あ呼
そ
ん
な
凄す
ご

い
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

ひ
そ
か
に
冒
険
史
に
の
こ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
旅
行
を
夢
想
し
た
私
は
、

Ａ

し
た
ま
ま
、

１
月
中
旬
に
最
北
の
村
シ
オ
ラ
パ
ル
ク
に
入
っ
た
。

12
頭
の
犬
と
氷
の
無
人
境
へ
旅
立
っ
た
の
が
３
月
19
日
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
村
を
出
発
し
て

６
日
目
、衛
星
電
話
で
最
初
の
連
絡
を
日
本
の
妻
に
い
れ
た
と
き
、予
期
せ
ぬ
知
ら
せ
を
う
け
た
。

「
い

（
ア
）

い
、
聞
い
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
入
国
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
。
だ
か
ら
カ
ナ
ダ
に
行
け
な
い
」

そ
ん
な

Ｂ

な
…
…
。
冒
険
史
ク
ラ
ス
の
旅
が
い
き
な
り
な
く
な
り
、
私
は

Ｃ

と

沈
ん
だ
。
と
同
時
に
無
性
に
腹
が
立
っ
た
。
入
国
不
許
可
の
理
由
は
コ
ロ
ナ
感
染
を
防
ぐ
た
め

と
の
こ
と
だ
が
、
私
が
入
域
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
一
部
の
軍
事
施
設
を
の
ぞ
き
、
周
囲

７
０
０
キ
ロ
は
人
間
な
ど
存
在
し
な
い
真
の
荒
野
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
が
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
て
い
た
と
し
て
も
、
う
つ
す
相
手
の
い
な
い
場
所
な
の
だ
。

い
や
、
も
し
私
が
感
染
者
な
ら
、
白
熊
に
２
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
い
て
飛ひ

沫ま
つ

感
染
さ
せ
、

そ
し
て
そ
の
白
熊
が
千
キ
ロ
以
上
は
な
れ
た
集
落
に
行
き
、
村
人
に
感
染
さ
せ
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
し
か
し
た
ら
カ
ナ
ダ
当
局
は
そ
れ
を
恐
れ
た
の
か
？　

だ
が
、
そ
ん
な
現
実
離
れ
し
た

こ
と
が
起
き
る
わ
け
が
な
い
で
は
な
い
か

―
。

今
な
ら
わ
か
る
が
、現
実
離
れ
し
て
い
た
の
は
カ
ナ
ダ
当
局
で
は
な
く
、実
は
私
の
方
だ
っ
た
。

あ
の
と
き
、
私
は
完
全
に
浮
い
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
浮
き
方
は
「
あ
の
人
、
ま
わ
り
か
ら
浮

い
て
い
る
よ
ね
」
と
い
っ
た
用
法
で
使
わ
れ
る
通
常
の
生
半
可
な
浮
き
方
で
は
な
く
、
世
界
で

た
だ
一
人
と
い
う
レ
ベ
ル
で
浮
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。

自
覚
は
な
か
っ
た
が
、
犬
橇
行
に
出
る
前
か
ら
、
私
は
村
の
な
か
で
浮
い
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

村
で
も
し
ば
し
ば
「
中
国
で
病
気
が
蔓ま
ん
え
ん延

し
て
い
る
が
、
家
族
は
大
丈
夫
か
？
」
と
心
配
さ

れ
た
が
、
私
は
軽
く
受
け
流
し
て
い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
情
報
が
届
い

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
見
て
も
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
し
、
ネ
ッ
ト
回
線
も
知

人
宅
で
借
り
て
い
る
身
な
の
で
、
気
を
遣
っ
て
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
し
か
し
て
い
な
い
。
結
果
、

私
が
入
手
し
う
る
コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
は
電
話
で
聞
く
妻
の
愚
痴
の
み
。
娘
の
幼
稚
園
が
休
園

に
な
る
と
か
、
便
所
の
巻
紙
や
マ
ス
ク
の
買
い
占
め
が
始
ま
っ
た
と
い
っ
た
心
配
事
を
聞
く
度

に
、

Ｄ

流
行
性
の
感
冒
で
何
故
そ
ん
な
大
騒
ぎ
に
な
る
の
か
と
揶や

ゆ揄
の
言
葉
し
か
出
て
こ

な
か
っ
た
。

３
月
に
入
る
と
、
村
で
も
話
題
は
コ
ロ
ナ
一
色
と
な
っ
た
。
世
界
中
を
混こ
ん
と
ん沌
に
陥
れ
る
燎り
ょ
う

原げ
ん

の
炎
が
、
い
よ
い
よ
こ
の
世
界
最
北
の
地
に
も
迫
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
不
安
が

広
が
り
、
村
人
の
話
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
定
期
便
が
止
ま
る
ぞ
、
お
前
は
も
う
日
本
に
帰
国

で
き
な
い
ぞ
、
と
い
っ
た
憂
鬱
な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
出
発
が
３
日
後
に
迫
っ
た
３
月
16
日
、
つ
い
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
感
染
者
が
発
生

す
る
。
国
外
と
の
定
期
便
の
運
休
、
外
国
人
旅
行
者
の
早
期
帰
国
勧
告
、
他
の
集
落
へ
の
訪
問

の
禁
止
等
の
対
策
が
発
表
さ
れ
、
村
人
は
会
見
の
模
様
を
食
い
い
る
よ
う
に
見
つ
め
た
。
事
こ

こ
に
い
た
り
、
鈍
感
な
私
も
何
や
ら
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
が
、
も
う
出
発
は
明
後
日
に
迫
っ
て
い
る
し
、
犬
の
状
態
も
仕
上
が
っ
た
し
、
雰
囲

気
や
気
配
を
察
し
て
こ
の
旅
行
を
取
り
や
め
ま
す
、
と
い
う
選
択
な
ど
と
り
う
る
は
ず
も
な
い
。

そ
も
そ
も
私
が
行
く
場
所
は
、
病
原
体
と
は
無
縁
の
完
全
な
荒
野
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
私
は
事
態
の
深
刻
さ
を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
人
間
界
を
離
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が

自
分
と
も
関
係
す
る
出
来
事
な
の
だ
と
知
っ
た
の
が
、
カ
ナ
ダ
の
許
可
取
り
消
し
の
一
件
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
カ
ナ
ダ
当
局
は
、
な
ぜ
感
染
の
お
そ
れ
の
な
い
私
の
入
域
を
禁
じ
た
の
だ
ろ

う
。
私
は
そ
れ
を

Ｂ

だ
と
思
っ
た
が
、
同
時
に
感
じ
た
の
は
、
た
と
え

Ｂ

で
も
、
白

熊
や
狼
お
お
か
み

を
通
じ
て
の
感
染
が
ゼ
ロ
で
な
い
以
上
、
人
間
は

Ｅ

ダ
ニ
１
匹
す
ら
こ
の
カ
ナ

ダ
の
地
を
ふ
ま
せ
な
い
、
と
い
う
国
家
と
し
て
の
気
合
だ
っ
た
。
つ
ま
り
カ
ナ
ダ
当
局
に
こ
う

し
た
気
合
を
抱
か
せ
る
ほ
ど
世
界
は
一
変
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

衛
星
電
話
越
し
の
妻
の
口
ぶ
り
か
ら
も
そ
れ
は
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
（
イ
）世

界
が
今
こ
ん
な
状
態
に
あ
る
と
き
に
、
一
人
、
探
検
な
ど
す
る
意
味
を
考
え
て
ほ
し
い
。

物
書
き
な
ら
そ
れ
を
表
現
し
て
ほ
し
い
」

こ
っ
ち
は
難
所
を
越
え
て
疲
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
人
は
何
と
ま
た
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課
す

の
か
、
鬼
嫁
だ
ろ
う
か
、
と
私
は
途
方
に
暮
れ
た
。
そ
れ
に
探
検
に
出
る
意
味
な
ど
、
こ
れ
ま

で
も
書
い
て
き
た
。
人
は
誰
で
も
過
去
の
足
跡
と
経
験
か
ら
次
は
こ
れ
を
や
り
た
い
、
と
い
う

あ
る
種
の
「
思
い
つ
き
」
を
い
だ
く
。
こ
の
思
い
つ
き
は
、
そ
の
人
の
個
人
的
な
歴
史
の
歩
み

が
あ
っ
て
生
起
す
る
以
上
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
の
み
人
生
の
固
有
度
は
高
ま
り
、
自
分

自
身
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
私
が
こ
の
長
期
犬
橇
行
に
出
た
の
は
他
な
ら
ぬ
私
が
そ
れ

を
思
い
つ
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
が
人
が
何
か
を
「
や
る
」
理
由
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
妻
が
問
う
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
一
人
の

人
間
に
と
っ
て
の
実
存
的
な
意
味
な
ど
、
コ
ロ
ナ

Ｆ

の
世
界
な
ら
通
用
し
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
一
変
し
た
世
界
で
は
人
の
胸
に
は
届
か
な
い
。
世
界
が
こ
ん
な
状
態
に
あ
る
、
と

妻
は
言
っ
た
。
そ
の
世
界
に
私
は
一
人
背
を
向
け
て
旅
立
っ
て
い
る
よ
う
な
口
ぶ
り
だ
っ
た
。

私
と
世
界
は
逆
の
方
向
を
向
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
彼
女
の
認
識
な
の
だ
。
だ
と
す
る
な
ら
、

表
現
者
と
し
て
、
そ
の
逆
向
き
の
行
為
と
コ
ロ
ナ

Ｇ

の
人
々
の
心
を
結
節
さ
せ
る
言
葉
を

見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？

い
っ
た
い
、
世
界
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
か
。

ひ
と
つ
、
直
観
的
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
日
常
と
非
日
常
が
完
全
に
逆
転
し
た
世
界
の
新
し

い
様
相
で
あ
っ
た
。

明
日
が
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
毎
日
が

Ｈ

だ
、
と
妻
は
言
う
。

Ｆ

の
世
界
な

ら

Ｉ

と
は
未
来
を

Ｊ

で
き
る
状
態
を
い
う
は
ず
だ
っ
た
。
明
日
も
明
後
日
も
、
き
っ

と
こ
れ
ま
で
と
同
じ
日
々
が
続
く
と
期
待
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
人
は
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
逆
に
そ
の
予
定
調
和
的

Ｉ

に
飽
き
足
り
な
さ
を
覚
え
る
か
ら
、
私
は

Ｋ

的
な
探
検
行
を
志
向
す
る
。
し
か
し
い
つ
の
間
に
や
ら
、
こ
の
位
相
は
逆
転
し
、
未
来

Ｊ

の
で
き
な
い
時
間
を
求
め
て
い
た
私
が
じ
つ
は
コ
ロ
ナ

Ｆ

の
予
定
の
ま
ま
に
旅
に
出
発
し

て
、
逆
に

Ｉ

に
生
き
て
い
た
他
の
す
べ
て
の
人
々
が
、
今
目
の
前
で
何
が
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う

Ｈ

な
る
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

「
あ
な
た
は
今
、
世
界
で
一
番
安
全
な
場
所
に
い
る
」
と
も
妻
は
言
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
白
熊
は

う
よ
う
よ
し
て
い
る
し
、
海
氷
に
穴
が
あ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
あ
と
何
日
北
進

し
て
村
に
は
こ
れ
こ
れ
の
日
に
戻
れ
る
か
な
、
と
い
っ
た

Ｊ

を
私
は
も
つ
こ
と
が
で
き
て

い
た
。
こ
の
状
態
こ
そ
彼
女
が
い
う
「
世
界
で
一
番
安
全
な
場
所
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
は

紛
れ
も
な
く
コ
ロ
ナ

Ｆ

の
世
界
の
本
質
だ
っ
た
の
だ
。

�

（
角
幡
唯
介
「
人
間
界
を
遠
く
離
れ
た
54
日
間
世
界
は
一
変
し
て
い
た
」
よ
り
）

問
１�　
空
欄

Ａ

・

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択

肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

あ
っ
さ
り　
　

２　

が
っ
く
り　
　

３　

き
っ
ぱ
り　
　

４　

く
っ
き
り

　

５　

し
み
じ
み　
　

６　

そ
わ
そ
わ　
　

７　

は
ら
は
ら　
　

８　

も
や
も
や

問
２�　
空
欄

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

無
味
乾
燥　
　

２　

無
尽
蔵　
　

３　

感
無
量　
　

４　

虚
無
的

　

５　

不
偏
不
党　
　

６　

不
公
平　
　

７　

役
不
足　
　

８　

理
不
尽

問
３�　
空
欄

Ｄ

・

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択

肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

あ
た
か
も　
　

２　

お
ろ
か　
　
　

３　

か
な
ら
ず　
　

４　

さ
れ
ど　
　

　

５　

せ
め
て　
　
　

６　

た
か
が　
　
　

７　

な
に
し
ろ　
　

８　

ま
さ
か　
　

　

９　

も
は
や　
　
　

10　

ゆ
め
ゆ
め

問
４�　
空
欄

Ｆ

～

Ｋ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択

肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

以
上　
　

２　

以
下　
　
　

３　

以
前　
　

４　

以
後　
　

５　

平
凡　
　

６　

非
凡

　

７　

日
常　
　

８　

非
日
常　
　

９　

現
在　
　

10　

過
去　
　

11　

未
来　
　

12　

未
知

　

13　

予
期　
　

14　

予
断　
　
　

15　

予
備　
　

16　

予
防

問
５�　
傍
線
部
（
ア
）「
い
い
、
聞
い
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
入
国
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
。
だ
か
ら

カ
ナ
ダ
に
行
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
と
き
の
妻
の
心
情
を
説
明
し
な
さ
い
。

問
６　
傍
線
部
（
イ
）「
世
界
が
今
こ
ん
な
状
態
に
あ
る
と
き
に
、
一
人
、
探
検
な
ど
す
る
意
味

を
考
え
て
ほ
し
い
。
物
書
き
な
ら
そ
れ
を
表
現
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
妻
の
言
葉
に
つ
い
て
、

筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
、
本
文
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。
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第
一
問　

　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
以
下
の
設
問
（
問
１
～
問
９
）
に
答
え
な
さ
い
。（
作
問
の
都
合
上
、

本
文
の
途
中
に
一
部
省
略
し
た
箇
所
や
、
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。）

そ
の
日
、
手
話
通
訳
の
仕
事
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
み
ゆ
き
と
美
和
を
送
り
出
し
、
ソ

（
ア
）

ウ
ジ

を
済
ま
せ
て
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
開
く
と
、
県
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
ー
ル
が
入
っ
て
い
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
通
訳
の
打
診
だ
っ
た
。
医
療
通
訳
。
日
時
と
場
所
。
そ
れ
に
加
え
、
打
診
の
段
階
で
は

付
さ
な
い
は
ず
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
た
。

【
依
頼
者
は
前

（
Ａ
）

回
と
同
じ
今
岡
さ
ん
で
す
。
確
認
済
み
】

荒
井
は
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
、
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
し
て
川
島
を
呼
び
出
し
て
も
ら
っ
た
。

「
メ
ー
ル
ハ

（
イ
）

イ
ケ
ン
し
ま
し
た
。
私
の
方
は
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、こ
の
『
確
認
済
み
』
と
い
う
の
は
『
男

の
通
訳
で
も
い
い
』
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

「
と
い
う
か
、
こ
の
前
の
人
、
つ
ま
り
荒
井
さ
ん
な
ら
い
い
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
…
…
」

「
本
来
指
名
は
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、
荒
井
さ
ん
さ
え
都
合
が
つ
け
ば
お
願
い
で
き
ま
す
か
？　

実
は
、
あ
の
後
ち
ょ
っ
と
あ
っ
て
…
…
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
？
」

川
島
は
言
い
に
く
そ
う
に
説
明
し
た
。

い
つ
か
の
一
件
の
後
、
今
岡
し
の
ぶ
か
ら
再
び
産
婦
人
科
検
診
の
通
訳
の
依
頼
が
あ
り
、
女

性
通
訳
者
を
手
配
し
た
の
だ
が
、
終
わ
っ
た
後
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
と
い
う
の
だ
。

「
と
に
か
く
通
訳
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
ん
で
す
ね
。通
訳
さ
れ
た
こ
と
も
、

後
で
メ
モ
を
元
に
調
べ
た
ら
全
然
違
う
意
味
だ
っ
た
と
か
」

「
そ
の
通
訳
者
は
こ
れ
ま
で
医
療
通
訳
の
経
験
は
？
」

「
実
は
、
初
め
て
で
」
川
島
の
声
は
さ
ら
に
小
さ
く
な
る
。「
新
人
の
通
訳
者
で
経
験
不
足
な
こ

と
は
認
め
ま
す
が
、
ま
あ
そ
う
い
う
事
情
で
、
今
回
は
荒
井
さ
ん
に
お
願
い
で
き
れ
ば
と
」

「
分
か
り
ま
し
た
。
先
方
が
承
知
な
ら
私
の
方
は
構
い
ま
せ
ん
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
依
頼
書
を
送
り
ま
す
の
で
」

電
話
を
切
っ
て
か
ら
、少
し
不
安
に
な
っ
た
。
依
頼
者
に
信
頼
し
て
も
ら
っ
た
の
は
嬉う

れ

し
い
が
、

荒
井
と
て
、
医
療
通
訳
の
セ

（
ウ
）

ン
モ
ン
教
育
は
受
け
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
手
話
通
訳
の
世
界
に
、

何
か
の
分
野
に
特
化
し
た
育
成
シ
ス
テ
ム
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
い
て
、
あ
る
程
度
の
セ

（
ウ
）

ン
モ
ン

知
識
を
必
要
と
さ
れ
る
場
面
は
、
実
際
に
は
多
々
あ
る
。

荒
井
が
豊
富
な
経
験
ゆ
え
に
重

（
エ
）

宝
さ
れ
て
い
る
司
法
通
訳
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
中
で
も

医
療
通
訳
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳
の
半
数
近
く
を
占
め
る
ほ
ど
頻

（
オ
）

度
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
特
別
な
研
修
な
ど
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
手
話
通
訳
者
の
技
術
・
知
識
不
足
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
や
、
守
秘
義
務
違
反
な
ど
、
医
療
通
訳
を
メ

（
カ
）

グ
る
問
題
は
数
多
く
耳
に
し
て
い
た
。

例
え
ば
、「
座
薬
」
の
こ
と
を
〈
座
る
〉〈
薬
〉
と
通
訳
し
て
、
勘
違
い
し
た
ろ
う
者
が
「
座
っ

て
飲
も
う
と
し
た
」
と
い
う
、
通
訳
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
知
る
有
名
な
一
件
が
あ
る
。
こ
の
ケ
ー

ス
な
ど
、
聴
者
が
聞
け
ば
「

Ｂ

座
薬
を
飲
む
や
つ
は
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
ろ
う
者
側
の
リ

テ
ラ
シ
ー
不
足
を
笑
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、そ
も
そ
も「
聴
こ
え
な
い
人
」と「
聴
こ
え
る
人
」

の
間
に
は
大
き
な
情
報
格
差
が
あ
る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
下
手
を
す
れ
ば
彼

ら
を
殺
し
か
ね
な
い
。
荒
井
は
、
日
ご
ろ
か
ら
そ
う
憂

（
キ
）

慮
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
今
岡
し
の
ぶ
の
お
腹
の
ふ
く
ら
み
は
か
な
り
目
立
っ
て
い
た
。

Ｃ

臨
月
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

担
（
Ｄ
）

当
医
は
初
老
の
男
性
医
師
で
、
最
初
に
挨
拶
し
た
以
外
は
カ
ル
テ
か
ら
ほ
と
ん
ど
目
も
上
げ

ず
、
注
意
事
項
を
タ

（
ク
）

ン
タ
ン
と
読
み
あ
げ
る
よ
う
な
接
し
方
だ
っ
た
。

「
産
後
の
オ
ロ
は
ひ
と
月
ほ
ど
続
く
か
ら
ね
、
も
し
そ
れ
が
過
ぎ
て
も
続
く
よ
う
だ
っ
た
ら
…
…
」

「
す
み
ま
せ
ん
」
荒
井
は
通
訳
の
手
を
止
め
、「
オ
ロ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
」
と
医
師
に
尋
ね
た
。

「
あ
あ
…
…
」
医
師
は
面
倒
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
手
元
の
メ
モ
用
紙
に
『
悪
露
』

と
書
い
た
。

「
出
産
後
に
し
ば
ら
く
子
宮
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
分

（
ケ
）

泌
物
や
血
液
の
こ
と
。
生
理
の
よ
う
な
出

血
で
、
時
間
と
と
も
に
徐
々
に
な
く
な
っ
て
い
く
か
ら
」

「
分
か
り
ま
し
た
」

荒
井
は
、
医
師
の
説
明
を
手
話
で
し
の
ぶ
に
伝
え
た
。
し
の
ぶ
は
〈
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
〉

と
大
き
く
肯う

な
ず

い
て
か
ら
荒
井
に
言
う
。

〈
前
回
の
通
訳
は
、（
注
１
）指
文
字
で
オ
ロ
っ
て
い
う
だ
け
で
、何
の
こ
と
か
全
然
分
か
ら
な
か
っ
た
〉

さ
（
Ｅ
）

も
あ
り
な
ん
、
と
思
う
。
男
の
自
分
が
分
か
ら
な
い
の
は
当
然
と
は
い
え
、
妊
婦
だ
っ
た
ら

知
っ
て
い
る
は
ず
、
と
い
う

Ｆ

は
危
険
な
の
だ
。
他
に
も
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。

「
特
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
？
」
医
師
が
荒
井
に
訊き

い
て
く
る
。「
出
血
と
か
、
痛
み
と
か
」

荒
井
が
通
訳
す
る
と
、
し
の
ぶ
は
少
し
考
え
、
答
え
た
。

〈
ち
ょ
っ
と
血
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
け
ど
…
…
あ
と
、
お
腹
も
少
し
張
り
ま
す
〉

通
訳
さ
れ
た
言
葉
を
聞
い
た
医
師
は
、
怪け

訝げ
ん

な
顔
に
な
っ
た
。

「
前
回
の
検
診
の
時
は
何
も
言
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
す
か
？
」

〈
い
え
、
前
か
ら
少
し
〉

「
そ
う
い
う
こ
と
は
早
く
言
わ
な
い
と
」
医
師
は

Ｇ

よ
う
な
口
調
に
な
る
。「
念
の
た
め
に

検
査
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」

医
師
の
指
示
で
、
看
護
師
が
超
音
波
検
査
の
準
備
を
始
め
た
。

〈
異
常
が
あ
っ
た
時
に
は
な
る
べ
く
早
く
言
っ
て
く
だ
さ
い
〉

荒
井
が
医
師
の
言
葉
を
伝
え
る
と
、
し
の
ぶ
は
不
満
そ
う
に
答
え
た
。

〈
異
常
出
血
っ
て
い
う
の
は
血
が
た
く
さ
ん
出
た
場
合
の
こ
と
か
と
思
っ
た
か
ら
。
ち
ょ
っ
と

だ
っ
た
ら
異
常
じ
ゃ
な
い
の
か
と
〉

彼
女
の
言
う
こ
と
は
、
よ
く
理
解
で
き
た
。

医
療
関
係
者
は
、
し
ば
し
ば
意
思
の
疎

（
コ
）

通
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
「
受

（
Ｈ
）

け
手
側
」
の
問
題

と
す
る
。
し
か
し
、
本
来
こ
れ
は
双
方
の
問
題
の
は
ず
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に

と
れ
て
い
な
い
と
、
患
者
が
医
師
の
言
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
医
師
の
方

も
患
者
の
状
態
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
手
話
通
訳
は
、「
聴
こ
え
な
い
人
た
ち
」
の
た
め
だ
け
で
な
く
、「
聴
こ
え
る
人
た
ち
」

の
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。「
聴
こ
え
る
人
た
ち
」
に
は
、
往

（
Ｉ
）

々
に
し
て
こ
の
意
識
が
欠
け

て
い
る

―
。

す
べ
て
の
診
断
と
検
査
を
終
え
る
の
に
、
結
局
一
時
間
以
上
か
か
っ
た
。

疲
れ
た
様
子
の
妻
の
こ
と
を
、
夫
の
卓
郎
が
何
度
も
励
ま
し
て
い
た
。
初
産
と
い
う
か
ら

そ
れ
で
な
く
と
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
に
、

Ｊ

の
取
得
も
ま
ま
な
ら
な
け
れ
ば

Ｋ

心こ
こ
ろ

許も
と

な
い
に
違
い
な
い
。

そ
れ
で
も
、夫
婦
の
顔
は
明
る
か
っ
た
。
不
安
よ
り
も
、希
望
の
方
が
勝
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

〈
男
の
子
で
も
女
の
子
で
も
、
の
ぞ
み
っ
て
い
う
名
前
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
〉

待
合
室
に
戻
っ
て
会
計
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
し
の
ぶ
が
嬉
し
そ
う
な
顔
で
言
っ
た
。

〈
男
の
子
だ
っ
た
ら
、の
ぞ
む
、が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
私
は
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
〉

卓
郎
が
横
か
ら
言
う
。〈
女
の
子
み
た
い
だ
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
け
な
い
か
ら
〉

〈
そ
う
か
な
あ
。
ど
う
思
い
ま
す
？
〉

〈
す
み
ま
せ
ん
、
私
に
は
何
と
も
〉
荒
井
は
曖
昧
に
首
を
振
っ
た
。

〈
通
訳
さ
ん
に
訊
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
。
俺
た
ち
夫
婦
で
決
め
な
き
ゃ
〉

〈
そ
う
ね
、
ご
め
ん
な
さ
い
〉

〈
い
え
〉

首
を
振
り
な
が
ら
、「
の
ぞ
み
」
か
、
い
い
名
前
だ
な
、
と
思
う
。

ふ
と
、
み
ゆ
き
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

私
は
、
あ
な
た
と
の
子
供
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
る
。

彼
女
も
ま
た
、
何
か
の
「
希
望
」
を
そ
の
言
葉
に
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
思
い
を
、
自

分
は
本
当
に
共
有
で
き
て
い
る
の
か

―
。

「
ね
え
」

声
に
横
を
向
く
と
、
隣
に
い
た
年
配
の
女
性
が
、
荒
井
に
向
か
っ
て
話
し
掛
け
て
き
た
。

「
そ
ち
ら
、
ご
夫
婦
と
も
聴
こ
え
な
い
の
？
」

自
分
へ
の
問
い
掛
け
で
あ
る
か
ら
通
訳
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
答
え
る
必
要
は
も
っ
と

な
い
。
何
も
言
わ
ず
顔
を
戻
し
た
荒
井
に
、
女
性
は
続
け
た
。

「
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
親
が
聴
覚
障
害
者
だ
か
ら
っ
て
子
供
に
も
聴
覚
障
害

が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
っ
て
こ
の
前
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
た
か
ら
。
お
子
さ
ん
は
聴
こ
え
る
と
い

い
わ
ね
。
そ
う
伝
え
て
お
い
て
」

呼
ば
れ
た
ら
し
く
、
女
性
は
今
岡
夫
妻
に
笑
顔
を
向
け
て
、
席
を
立
っ
た
。
し
の
ぶ
も
女
性

に
笑
顔
を
返
し
て
か
ら
、
何
て
？
と
い
う
顔
を
向
け
て
く
る
。
荒
井
は
答
え
た
。

〈
ど

（
Ｌ
）

う
ぞ
お
大
事
に
、
と
〉

�

（
丸
山
正
樹
『
慟
哭
は
聴
こ
え
な
い
』
よ
り
）

（
注
１
）�

指
文
字
…
…
手
話
で
、
日
本
語
の
五
十
音
を
指
の
形
で
表
す
表
音
記
号
。
仮
名
文
字

に
相
当
す
る
。

問
１�　
傍
線
部
（
ア
）
～
（
コ
）
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
漢
字
は
読
み
方
を

ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
（
ア
）
ソ
ウ
ジ　
　
（
イ
）
ハ
イ
ケ
ン　
　
（
ウ
）
セ
ン
モ
ン　
　
（
エ
）
重
宝　
　

　
（
オ
）
頻
度　
　
　
（
カ
）
メ
グ
（
る
）　
（
キ
）
憂
慮　
　
　
　
（
ク
）
タ
ン
タ
ン　
　

　
（
ケ
）
分
泌　
　
　
（
コ
）
疎
通

問
２�　
傍
線
部
（
Ａ
）「
前
回
」
の
通
訳
の
際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
。

本
文
か
ら
考
え
て
答
え
な
さ
い
。

問
３�　
空
欄

Ｂ

・

Ｃ

・

Ｋ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

さ
す
が
に　
　

２　

さ
ぞ
や　
　
　

３　

す
る
と　
　
　

４　

せ
っ
か
く　
　

　

５　

そ
ろ
そ
ろ　
　

６　

た
と
え
ば　
　

７　

ち
な
み
に　
　

８　

つ
ま
り　
　

　

９　

と
こ
ろ
が　
　

10　

な
る
ほ
ど　
　

11　

は
た
し
て　
　

12　

ま
す
ま
す　
　

　

13　

み
る
み
る　
　

14　

む
し
ろ　
　
　

15　

や
は
り

問
４　
傍
線
部
（
Ｄ
）「
担
当
医
」
は
ど
の
よ
う
な
医
師
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
５�　
傍
線
部
（
Ｅ
）「
さ
も
あ
り
な
ん
」・（
Ｉ
）「
往
々
に
し
て
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
（
Ｅ
）　
１　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い　
　
　

２　

そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い

　
　
　
　

３　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う　
　

４　

そ
う
な
っ
た
ら
そ
の
と
き
の
こ
と
だ

　
（
Ｉ
）　
１　

し
ば
し
ば　
　

２　

わ
ざ
わ
ざ　
　

３　

悪
意
な
く　
　

４　

無
神
経
に

問
６�　
空
欄

Ｆ

・

Ｇ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
選
択
肢

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

Ｆ
　

１　

思
い
上
が
り　
　

２　

思
い
入
れ　
　

３　

思
い
こ
み　
　

４　

思
い
や
り

　

Ｇ
　

１　

説
得
す
る　
　
　

２　

非
難
す
る　
　

３　

評
価
す
る　
　

４　

落
胆
す
る

問
７�　
傍
線
部
（
Ｈ
）「
受
け
手
側
」
と
は
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

患
者　
　

２　

ろ
う
者
の
患
者　
　

３　

ろ
う
者　
　

４　

手
話
通
訳
者

問
８�　
空
欄

Ｊ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
書

き
な
さ
い
。

問
９　
傍
線
部
（
Ｌ
）「
ど
う
ぞ
お
大
事
に
」
と
通
訳
し
た
荒
井
の
心
情
を
、
簡
潔
に
説
明
し
な

さ
い
。
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[Ａ日程解答]　

【₁】

問₁　１．③　　　２．①　　　３．③

問２　１．②　　　２．③　　　３．④　　　４．②

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�様々なカレンダーがあることを理解した上で解
答できている。

　　・�日常生活で自分が使用しているカレンダーを挙
げ、その特徴（デザイン、色、大きさ、機能など）
について説明できている。

　　・�そのカレンダーをどこに置いて使用しているか
について述べている。

問２　１．③�　　　２．①�　　　３．⑤

【₃】

問１　１．①　　　２．③

問２　１．④　　　２．②

問３　１．Ａ⑤　Ｂ①　　　２．Ａ①　Ｂ③

問４　１．①　　　２．②　　　３．③

問５　１．③　　　２．①　　　３．②

【₄】

問１　�≪解答例≫海外に住んでいる多くの他の人たち
と同じように、愛する人たちから自分のお気に
入りの物の包み箱（贈り物）を受け取ることは、
いつもうれしい。

問２　③

問３　�③

問４　�②

問５　④

問６　③

問７　�１．×（第二段落）　�２．○（第四段落）�
３．×（第五段落）

問８　�１．③（第二段落）　�２．①（第四段落）�
３．④（第五段落）

問９　�≪解答例≫（ケアパッケージの）良いところとし
て、品物をまとめたり、受け取ったりすること
で、その人にある人（別の人）を思い出させる、
という点がある。

問10　�≪解答例≫郵便局の配達員が、再配達の連絡票
の送り主欄に一括りで「海外」と書くのではな
く、送り主の名前を書くこと。

[Ｂ日程解答]　

【₁】

問１　１．④　　　２．③　　　３．④

問２　１．③　　　２．④　　　３．③　　　４．④�

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�ロボット技術とその活用が社会を変えつつあり、
ロボットが様々な分野で使われていることを理
解した上で解答できている。

　　・�そのようなロボットの例を一つ挙げ、その目的
や特徴について説明できている。

　　・�そのロボットがなぜ解答者に訴えかけるのかを
説明できている。

問２　１．⑥�　　　２．⑤�　　　３．③

【₃】

問１　１．②　　　２．①

問２　１．②　　　２．②

問３　１．Ａ②　Ｂ①　　　２．Ａ③　Ｂ④

問４　１．②　　　２．②　　　３．①

問５　１．③　　　２．②　　　３．④



18

2023年度　一般選抜試験　  学科選択  　[解答例]　　 英語 　

【₄】

問１　③

問２　�≪解答例≫伝統的に、手毬（手まり）は子供達の
健康を祈願して作られ、そして節句や結婚式の
ような人生の節目に贈り物として贈られた。

問３　①

問４　③

問５　②

問６　�③

問７　�１．○（第一段落）　�２．○（第二段落）�
３．×（第三段落）

問８　�１．②（第一段落）　　２．②（第二段落）�
３．③（第三段落）

問９　�≪解答例≫

　　　�①�小さな手毬の付いたアクセサリー（装飾品）、
携帯ストラップ、イヤリング、ヘアバンド、
バッグ用の小さな飾り。

　　　�②�手毬の魅力を伝え、手毬のファンの輪を広げ
ること。

[Ｃ日程解答]　

【₁】

問１　１．②　　　２．③　　　３．④

問２　１．①　　　２．①　　　３．③　　　４．③

【₂】

問₁　【評価基準】

　　・�様々な種類の飲料用の食器類があることを理解
した上で解答できている。

　　・�飲料用の食器の例を挙げ、その特徴（デザイン、
色、材質、機能など）について説明できている。

　　・�その食器をどのような状況で使用するかについ
て述べている。

問２　１．④�　�　２．②�　�　３．⑥

【₃】

問１　１．④　　　２．①

問２　１．②　　　２．①

問３　１．Ａ②　Ｂ③　　　２．Ａ②　Ｂ①

問４　１．③　　　２．①　　　３．①

問５　１．①　　　２．②　　　３．③

【₄】

問１　①

問２　②

問３　②

問４　③

問５　③

問６　�≪解答例≫茶会（茶の湯）の前に、両手を清める
ことは重要である。

問７　�１．○（第二段落）　　２．○（第二段落）��
３．×（第四段落）

問８　�１．④（第二段落）　　２．④（第三段落）�
３．③（第二段落）

問９　�≪解答例≫

　　　�①�客の感情や感覚をも思いやること。

　　　�②�デジタルアートが茶筅の動きの視覚化によっ
てこの利休の心得（思想）を生き生きと伝え
る。

※�「思考力・判断力・表現力」を評価するため、自らの
考えを立論し、それを表現する記述式問題を含む
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2023年度　一般選抜試験　  学科選択  　[解答例]　　 国語 　
問
６　

�

し
た
た
か

問
７　

�

広
目
屋
の
悪
口
を
言
う
こ
と
は
、
自
分
の
人
格
を
広

目
屋
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
新
兵
衛
た
ち
に
対
し
て
も
失
礼
で
あ
る
と
思
っ

た
た
め
。

問
８　

�

歯
が
わ
る
く
～
切
り
に
し
た
（
漬
け
で
あ
る
・
け
で

あ
る
。）

問
９　

３

第
二
問

問
１　

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。
②
来
客

の
映
像
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
・
映
像
を
投
稿

し
て
シ
ェ
ア
で
き
る
・
犯
罪
の
瞬
間
を
捉
え
た
映

像
か
ら
、
他
で
は
得
ら
れ
な
い
興
奮
や
刺
激
を
受

け
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
・
映
像
を
警
察
に
提

供
し
て
犯
罪
捜
査
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

問
２　

Ｂ
＝
２　

Ｄ
＝
２　

Ｇ
＝
１

問
３　

４

問
４　

�

Ｃ
＝
無
駄
・
無
意
味　

Ｆ
＝
心
配
・
不
安

問
５　

�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
消
失
を
「
溶
け
る
」「
溶
け

出
す
」と
表
現
し
て
い
る
部
分
。
氷
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
に
た
と
え
る
こ
と
で
、
消
え
失
せ
る
さ
ま
を

ま
ざ
ま
ざ
と
描
き
出
す
効
果
を
も
っ
て
い
る
。

問
６　

�

①
全
面
的
に
信
頼
し
、
住
む
世
界
そ
の
も
の
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
る
。
②
デ
ジ
タ
ル
世
界

が
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
面
、
例
え
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
消
失
な
ど
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
③（
評

価
基
準
）
自
分
の
考
え
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

か
・
説
得
力
の
あ
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
・

自
分
の
支
持
す
る
見
方
の
一
方
的
展
開
で
な
く
、
多

面
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
・
誤
字
脱
字
や
試
験
の

答
案
に
不
適
切
な
表
現
は
な
い
か

[

一
般
Ｃ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

�（
ア
）
掃
除　
（
イ
）
拝
見　
（
ウ
）
専
門�

（
エ
）
ち
ょ
う
ほ
う　
（
オ
）
ひ
ん
ど�

（
カ
）
巡
（
る
）・
廻
（
る
）　
（
キ
）
ゆ
う
り
ょ　

�

（
ク
）
淡
　々
（
ケ
）
ぶ
ん
ぴ
つ　
（
コ
）
そ
つ
う

問
２　

�

男
性
の
荒
井
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
で
、
依
頼
者
が
戸

惑
い
を
示
し
た
。

問
３　

�

Ｂ
＝
１　
　

Ｃ
＝
５　
　

Ｋ
＝
２

問
４　

�

機
械
的
な
対
応
は
す
る
が
、
患
者
の
状
況
や
心
情
に

寄
り
添
う
気
持
ち
の
な
い
医
師

問
５　

Ｅ
＝
３　
　

Ｉ
＝
１

問
６　

�

Ｆ
＝
３　
　

Ｇ
＝
２

問
７　

�

１

問
８　

情
報

問
９　

�

聴
こ
え
な
い
こ
と
を
不
幸
と
決
め
つ
け
て
い
る
女
性

の
言
葉
に
は
偽
善
や
差
別
が
感
じ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま

通
訳
し
て
し
の
ぶ
た
ち
に
い
や
な
思
い
を
さ
せ
る
必

要
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

第
二
問

問
１　

�

Ａ
＝
６　
　

Ｃ
＝
２

問
２　

８

問
３　

�

Ｄ
＝
６　
　

Ｅ
＝
２

問
４　

�

Ｆ
＝
３　
　

Ｇ
＝
４　
　

Ｈ
＝
12　
　

Ｉ
＝
７�

Ｊ
＝
13　
　

Ｋ
＝
８

問
５　

�

現
実
世
界
の
激
変
を
夫
が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と

は
わ
か
っ
て
お
り
、
し
か
し
探
検
は
予
定
通
り
に
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
何
と
か
し
て
夫
に
納
得
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
焦
り
と
苛
立
ち
に
駆
ら
れ
て
い

る
。

問
６　

�

コ
ロ
ナ
の
前
後
で
自
分
た
ち
は
正
反
対
の
世
界
に
生

き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
両
者
は
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
希
望
を
、
人
々
に
届
け
る
表
現

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
、
見
つ
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
た
。

※�「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」を
評
価
す
る
た
め
、
自
ら
の

考
え
を
立
論
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
記
述
式
問
題
を
含
む
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[

一
般
Ａ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

�（
ア
）
隣
接　
（
イ
）
こ
う
と
う�

（
ウ
）
一
致　
（
エ
）
朽
（
ち
た
）　
（
オ
）
か
ん
が
い�

（
カ
）
譲
（
っ
て
）　
（
キ
）
て
ぜ
ま　
（
ク
）
よ
う
い�

（
ケ
）
整
然　
（
コ
）
じ
ち
ょ
う

問
２　

２

問
３　

�

Ｂ
＝
３　
　

Ｇ
＝
１

問
４　

�

土
地
を
売
り
損
じ
た
保
夫
の
、
地
価
ピ
ー
ク
時
に
売

却
し
た
人
々
を
非
難
し
て
い
る
点
。

問
５　

２

問
６　

六
十

問
７　

�

以
前
の
住
人
が
土
地
を
手
放
し
た
あ
と
、
新
都
心
開

発
の
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
ば
か
り
が
立
ち
並

び
、
も
は
や
人
が
生
活
す
る
街
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
。

問
８　

�

現
在
の
家
と
同
様
に
次
の
家
も
、
恭
一
が
自
分
の
家

だ
と
思
え
る
よ
う
な
心
配
り
を
、
保
夫
が
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
た
め
。

問
９　

�

保
夫
は
子
ど
も
の
頃
リ
ー
ダ
ー
格
で
、
自
分
の
家
に

引
き
取
ら
れ
て
き
た
親
戚
の
恭
一
を
実
の
き
ょ
う
だ

い
の
よ
う
に
守
っ
て
き
た
。
工
業
高
校
卒
業
後
、
家

業
を
継
い
で
手
桶
職
人
と
な
っ
た
が
、
時
代
の
変
化

に
乗
り
遅
れ
、
家
を
守
り
切
れ
な
か
っ
た
負
い
目
を

恭
一
に
感
じ
て
い
る
。
恭
一
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

優
秀
で
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
に
進
み
、
保
夫
の
妹
と

結
婚
し
た
が
、
妻
を
幸
福
に
は
で
き
ず
、
海
外
へ
の

異
動
が
翌
日
に
迫
っ
て
い
る
。
い
つ
も
自
分
を
気
遣

い
力
づ
け
て
く
れ
る
保
夫
に
感
謝
と
恩
義
を
感
じ
て

い
る
。

第
二
問

問
１　

�

Ａ　

千　
　

Ｂ　

万

問
２　

１
・
11
（
順
不
同
）

問
３　

３

問
４　

し
ゃ
き
し
ゃ
き
、
ば
り
ば
り
、
し
っ
と
り
（
順
不
同
）

問
５　

２

問
６　

Ｇ　

�
し
か
し
、
だ
が　

な
ど　

※
逆
接
の
意
の
接
続

詞
で
あ
れ
ば
上
記
以
外
も
可
。
た
だ
し
、「
で
も
」

「
だ
け
ど
」
な
ど
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
は
不
可

　
　
　

Ｈ　

�

つ
ま
り
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
、
し
た
が
っ
て
、

な
ど　

※
換
言
ま
た
は
結
論
の
意
の
接
続
詞
で

あ
れ
ば
上
記
以
外
も
可
。
た
だ
し
、「
だ
か
ら
」

「
な
の
で
」
な
ど
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
は
不
可
。

問
７　

�（
６
）

問
８　

�

食
育
・
食
後
・
食
材
・
食
指
・
食
傷
・
食
前
・
食
卓
・

食
堂
・
食
費
・
食
用
・
食
糧
・
食
器
な
ど

問
９　

�

哀
感
・
快
感
・
痛
感
・
音
感
・
語
感
・
雑
感
・
質
感
・

実
感
・
情
感
・
所
感
・
多
感
・
直
感
な
ど

※�

『
広
辞
苑　

第
七
版
』
に
あ
れ
ば
右
記
以
外
も
可
、
た
だ

し
左
記
は
本
文
中
に
あ
る
の
で
不
可

（
問
８
）�

食
感
・
食
品
・
食
通
・
食
間
・
食
事
・
食
物
・
食
料
・

食
味

（
問
９
）�

触
感
・
触
感
・
共
感
・
好
感
・
体
感
・
涼
感

問
10　

・�

従
来
の
日
本
語
の
構
成
の
し
か
た
に
合
致
し
て
お

り
、
新
語
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
な
い
。

　
　
　

・�

従
来
の
語
彙
体
系
に
欠
け
て
い
た
部
分
を
埋
め
る

働
き
が
あ
る
。

[

一
般
Ｂ
・
解
答
例]　

第
一
問

問
１　

�（
ア
）
馴
染　
（
イ
）
し
に
せ　
（
ウ
）
邪
険�

（
エ
）
そ
な
（
え
）　
（
オ
）
添
（
え
た
）　�

（
カ
）
ご
う
よ
く　
（
キ
）
ふ
し
ん　
（
ク
）
首
実
検�

（
ケ
）
怒
（
り
）　
（
コ
）
さ
わ
（
る
）

問
２　

２

問
３　

Ｂ
＝
２　
　

Ｅ
＝
６

問
４　

Ｃ
＝
六
十　
　

Ｈ
＝
八
百

問
５　

�

こ
れ
か
ら
自
分
の
言
お
う
と
す
る
こ
と
が
、
相
手
に

対
し
て
失
礼
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
。



学校法人トキワ松学園

〒227-0033 神奈川県横浜市青葉区鴨志田1204
TEL 045-962-2221（代）
URL http://www.yokohama-art.ac.jp/
E-mail hamabi@yokohama-art.ac.jp

トキワ松学園  小学校・中学校・高等学校
〒152-0003 東京都目黒区碑文谷4-17-16
TEL 03-3713-8161（代）
URL http://www.tokiwamatsu.ac.jp/

交通アクセス

■	渋谷駅から
 渋谷駅→青葉台駅（約26分）

■	東京駅から
 東京駅→大手町駅→青葉台駅（約51分）

■	池袋駅から
 池袋駅→渋谷駅→青葉台駅（約46分）

青葉台駅から大学まで
東急田園都市線青葉台駅　バスターミナル4番のりば
東急バス「日体大」行き→「横浜美術大学」下車
登校時間帯は3分間隔で運行しています。

■	横浜駅から
 横浜駅→長津田駅→青葉台駅（約31分）

■	新横浜駅から
 新横浜駅→長津田駅→青葉台駅（約21分）

■	羽田空港から
 羽田空港→横浜駅
 →長津田駅→青葉台駅（約65分）


